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むつ市議会第２２３回定例会会議録 第６号

平成２７年３月１２日（木曜日）午前１０時開議議事日程 第６号

◎諸般の報告

【議案上程、提案理由説明】

第１ 議案第41号 平成26年度むつ市一般会計補正予算

【議案質疑、委員会付託、一部採決】

第２ 議案第１号 むつ市教育委員会教育長の勤務時間等に関する条例

第３ 議案第２号 むつ市ふるさと納税寄附金基金条例

第４ 議案第３号 むつ市地域包括支援センターにおける包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例

第５ 議案第４号 むつ市指定介護予防支援事業者の指定並びに指定介護予防支援等の事業の人員及び運営

並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を

定める条例

第６ 議案第５号 むつ市キッズパーク条例

第７ 議案第６号 むつ市大湊展望台条例

第８ 議案第７号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例

の整備等に関する条例

第９ 議案第８号 むつ市行政手続条例の一部を改正する条例

第10 議案第９号 むつ市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

第11 議案第10号 むつ市職員の給与の特例に関する条例

第12 議案第11号 むつ市太陽の恵み基金条例の一部を改正する条例

第13 議案第12号 むつ市介護保険条例の一部を改正する条例

第14 議案第13号 むつ市指定地域密着型サービスの事業及び指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営に関する基準等を定める条例及びむつ市介護老人保健施設条例の一部

を改正する条例

第15 議案第14号 むつ市保育所条例の一部を改正する条例

第16 議案第15号 むつ市斎場条例の一部を改正する条例

第17 議案第16号 むつ市消防団条例の一部を改正する条例

第18 議案第17号 むつ市図書館資料購入基金条例を廃止する条例

第19 議案第18号 むつ市地域福祉基金条例を廃止する条例

第20 議案第19号 むつ市地域の元気臨時交付金基金条例を廃止する条例

第21 議案第20号 むつ市ふるさと活性化対策基金条例を廃止する条例

第22 議案第21号 むつ市青少年問題協議会設置条例を廃止する条例

第23 議案第22号 財産の取得について

（都市計画道路横迎町中央２号線の道路用地を取得するためのもの）
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第24 議案第23号 青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の減少及び青森県市町村職員

退職手当組合規約の変更について

第25 議案第24号 新市まちづくり計画の変更について

第26 議案第25号 むつ市過疎地域自立促進計画の変更について

第27 議案第26号 公有水面埋立てに係る意見について

第28 議案第27号 むつ市教育委員会の委員に任命する者につき同意を求めることについて

第29 議案第28号 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を求めることについて

第30 議案第29号 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を求めることについて

第31 議案第30号 平成26年度むつ市一般会計補正予算

第32 議案第31号 平成26年度むつ市下水道事業特別会計補正予算

第33 議案第32号 平成26年度むつ市水道事業会計補正予算

第34 議案第33号 平成27年度むつ市一般会計予算

第35 議案第34号 平成27年度むつ市国民健康保険特別会計予算

第36 議案第35号 平成27年度むつ市後期高齢者医療特別会計予算

第37 議案第36号 平成27年度むつ市介護保険特別会計予算

第38 議案第37号 平成27年度むつ市下水道事業特別会計予算

第39 議案第38号 平成27年度むつ市公共用地取得事業特別会計予算

第40 議案第39号 平成27年度むつ市魚市場事業特別会計予算

第41 議案第40号 平成27年度むつ市水道事業会計予算

第42 報告第１号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第43 報告第２号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成26年度むつ市一般会計補正予算）

第44 報告第３号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成26年度むつ市介護保険特別会計補正予算）

第45 報告第４号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第46 報告第５号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第47 報告第６号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成26年度むつ市一般会計補正予算）

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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出席議員（２５人）

２番 横 垣 成 年 ３番 工 藤 孝 夫

４番 佐 々 木 肇 ５番 川 下 八 十 美

６番 目 時 睦 男 ７番 村 川 壽 司

８番 佐 賀 英 生 ９番 東 健 而

１０番 石 田 勝 弘 １１番 冨 岡 幸 夫

１２番 斉 藤 孝 昭 １３番 濵 田 栄 子

１４番 浅 利 竹 二 郎 １５番 中 村 正 志

１６番 半 田 義 秋 １７番 村 中 徹 也

１８番 大 瀧 次 男 １９番 富 岡 修

２０番 佐 々 木 隆 徳 ２１番 上 路 德 昭

２２番 鎌 田 ち よ 子 ２３番  池 光 弘

２４番 岡 崎 健 吾 ２５番 白 井 二 郎

２６番 山 本 留 義

欠席議員（なし）

説明のため出席した者

市 長 宮 下 宗 一 郎 副 市 長 新 谷 加 水

公 営 企 業教 育 長 遠 島 進 遠 藤 雪 夫管 理 者

代 表 総 務 政 策阿 部 昇 伊 藤 道 郎監 査 委 員 部 長

民 生 部
理 事

財 務 部 長 石 野 了 保 健 猪 口 和 則
福 祉 部
理 事

保 健 福 祉 花 山 俊 春 経 済 部 長 浜 田 一 之部 長

下 水 道建 設 部 長 鏡 谷 晃 酒 井 嘉 政部 長

川 内 庁 舎 大 畑 庁 舎松 本 大 志 畑 中 恒 治所 長 所 長

会 計
管 理 者

脇 野 沢 総 務白 尾 芳 春 鹿 内 徹庁 舎 所 長 政 策 部
理 事
出 納 室 長

選 挙 管 理 農 業
委 員 会 舘 健 二 委 員 会 工 藤 初 男
事 務 局 長 事 務 局 長
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公 営 企 業教 育 部 長 古 川 俊 子 齊 藤 鐘 司局 長

総 務 総 務
政 策 部 政 策 部髙 橋 聖 川 西 伸 二政 策 副 理 事
推 進 監 総 務 課 長

総 務
政 策 部 財 務 部
副 理 事 光 野 義 厚 政 策 柳 谷 孝 志
企 画 調 整 推 進 監
課 長

財 務 部 財 務 部
副 理 事 氏 家 剛 副 理 事 赤 坂 吉 千 代
財 政 課 長 税 務 課 長

保 健民 生 部 福 祉 部政 策 政 策推 進 監 畑 中 秀 樹 井 田 敦 子推 進 監国 保 年 金 介 護 福 祉課 長 課 長

保 健 保 健
福 祉 部 福 祉 部
副 理 事 掛 端 正 広 副 理 事 赤 田 貴 生
児 童 家 庭 健 康 推 進
課 長 課 長

教 育 教 育
委 員 会 委 員 会
事 務 局 事 務 局寺 島 誠 室 舘 幸 一政 策 副 理 事
推 進 監 学 校 教 育
総 務 課 長 課 長

保 健総 務 福 祉 部政 策 部 須 藤 勝 広 介 護 千 代 谷 賀 士 子防 災 政 策 福 祉 課課 長 総 括 主 幹

建 設 部建 設 部 中 里 敬 都 市 政 策 佐 藤 節 雄用 地 課 長 課 長

建 設 部 川 内 庁 舎
建 築 住 宅 髙 橋 真 市 民 福 祉 佐 藤 衞
課 長 課 長

川 内 庁 舎 監 査 委 員市 民 坂 野 か づ み 事 務 局 伊 藤 恭 雄福 祉 課 総 括 主 幹総 括 主 幹

教 育 総 務委 員 会 政 策 部事 務 局 木 村 善 弘 中 村 智 郎総 務 課生 涯 学 習 主 幹課 長

保 健総 務 福 祉 部政 策 部 栗 橋 恒 平 介 護 菊 池 円総 務 課 福 祉 課主 任 主 査 主 任 主 査
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教 育
委 員 会
事 務 局 石 川 禎 大学 校
教 育 課
指 導 主 事

事務局職員出席者

事 務 局 長 栁 田 諭 次 長 濱 田 賢 一

総 括 主 幹 佐 藤 孝 悦 主 幹 小 林 睦 子

主 任 主 査 村 口 一 也 主 事 山 本 翼
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（山本留義） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は25人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（山本留義） 議事に入る前に諸般の報告を

行います。

３月11日、本会議終了後、市長から本定例会に

議案１件を追加提案したい旨の申し入れがあり、

その後開催した議会運営委員会で、本日この後上

程することが決定されておりますので、ご報告申

し上げます。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（山本留義） 本日の会議は議事日程第６号

により議事を進めます。

◎日程第１ 議案上程、提案理由説明

〇議長（山本留義） 日程第１ 議案第41号 平成

26年度むつ市一般会計補正予算を議題といたしま

す。

市長から提案理由の説明を求めます。市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） おはようございます。ただ

いま追加上程されました議案第41号 平成26年度

むつ市一般会計補正予算について、提案理由及び

内容の概要をご説明申し上げ、ご審議の参考に供

したいと存じます。

今回提案いたします補正予算は、４億2,328万

8,000円の増額補正でありまして、これにより補

正後の歳入歳出予算総額は346億5,651万8,000円

となります。

初めに、歳出についてですが、地方創生に向け

た先行的な施策として、総務費にむつ市総合戦略

策定事業費の外13事業を、商工費にプレミアム付

き商品券発行に係る事業費を計上するほか、消防

費に要援護者等屋内退避施設確保事業費を計上し

ております。

次に、歳入についてですが、国庫支出金及び県

支出金には歳出との関連において補助金見込額を

、 、計上しておりますほか 補正財源を調整するため

財政調整基金を取り崩ししております。

、 、また 年度内に事業完了が見込めないことから

むつ市総合戦略策定事業外15事業について繰越明

許費を設定しております。

以上をもちまして、追加上程されました１議案

について、その大要を申し上げましたが、細部に

つきましては、議事の進行に伴いまして、ご質問

により詳細ご説明申し上げます。

何とぞ慎重ご審議の上、原案のとおり御議決賜

りますようお願い申し上げる次第であります。

〇議長（山本留義） これで、提案理由の説明を終

わります。

ただいま上程されました議案第41号について

、 、 、 、は ３月20日に質疑 討論 採決を行いますので

ご了承願います。

◎日程第２～日程第47 議案質疑、委

員会付託、一部採決

◇議案第１号

〇議長（山本留義） 次は、日程第２ 議案第１号

むつ市教育委員会教育長の勤務時間等に関する条

例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま
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せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第１号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第１号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第２号

〇議長（山本留義） 次は、日程第３ 議案第２号

むつ市ふるさと納税寄附金基金条例を議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。15番中村正志議員。

〇15番（中村正志） それでは、議案第２号につき

まして質疑をさせていただきます。

斉藤議員の一般質問の中でもあったかとは思う

のですが、まずは第５条第１項の部分で使途を明

確にするとの理由で今回この基金条例をつくるに

当たり、第５条第１項の部分を見てみますと、寄

附金の使途の指定に応じた市政に関する事業に要

する経費というふうなくくりになっていまして、

意外と間口が広いなというふうな印象を受けるの

でありますが、そのほか見ますと、第７条のとこ

ろでは、この条例に定めるもののほか、必要な事

項は市長が定めるというふうな書き方もしてあり

ますので、ほかの部分で使途を明確にするような

形で決めていくのか、そのあたりのことをお聞き

したいと思います。

また、ふるさと納税、これ結構もらうといいま

すか、入ってくる部分についてはいろいろ話題に

なって金額等わかるのですが、その反面出ていっ

ている部分もあるかと思います。むつ市において

ほかの自治体に寄附がどれくらい、件数でもいい

のですが、行っているのか。これは、あと直接は

所得税なので、市税とかにはそんなそんな影響は

ないと思いますが、もし市税等に影響があるので

あればどれくらい、また関連して、そのもらった

額によって交付税のほうにもし影響があるとすれ

ば、そのあたりについてもお知らせ願いたいと思

います。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） 条例第５条第１項に

つきましては、本条例案とともに公布する予定で

ございますむつ市ふるさと納税寄附金基金条例施

行規則で４つの項目の事業を定めることとしてお

ります。これまでも使途方法を指定していただい

たうえで寄附を頂戴しておりましたが、安心して

暮らせるまちづくり、次代を担う子どもたちのひ

とづくり、産業振興の促進の３つの項目につきま

しては従来どおりの使途となっております。これ

ら３項目に加えまして、来年度はジオパーク推進

事業を充当事業の一つに加える予定としておりま

して、斉藤議員の一般質問に対する市長答弁にも

ありましたとおり、その時々の重要な政策につい

ても、それがいかにむつ市の発展につながるかを

明確にＰＲしつつ、ふるさと納税の充当事業とし

て設定してまいりたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（石野 了） むつ市から出ているマイ

ナス分はどれくらいであるかというお尋ねにお答

えいたします。

ふるさと納税は、寄附金から2,000円を超える

部分を一定の上限まで所得税等を個人住民税から

控除される仕組みでありますが、今年度の市民税

の課税状況によりますと、平成25年の市外への寄

附金に係るふるさと納税該当分は13件で、寄附金

額は130万3,000円、個人市民税の減収分は25万

8,000円となっております。この市税の減収分に

つきましては、普通交付税で75％が増額される仕
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組みとなっておりますことから、マイナス分とし

ては６万4,500円となります。

以上です。

〇議長（山本留義） これで中村正志議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第２号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第２号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第３号

〇議長（山本留義） 次は、日程第４ 議案第３号

むつ市地域包括支援センターにおける包括的支援

事業の実施に関する基準を定める条例を議題とい

たします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第３号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第３号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第４号

〇議長（山本留義） 次は、日程第５ 議案第４号

むつ市指定介護予防支援事業者の指定並びに指定

介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定

介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な

支援の方法に関する基準を定める条例を議題とい

たします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第４号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第４号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第５号

〇議長（山本留義） 次は、日程第６ 議案第５号

むつ市キッズパーク条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、２番横垣

成年議員。

〇２番（横垣成年） ３点ほどお伺いいたします。

まず、この施設、維持管理の方法はどういうふ

うにするのかというのをお聞きしたいと思いま

す。人を１人配置するのか２人配置するのか、そ

こも含めてお願いいたします。そして、維持費と

いうのは、費用はどのくらいになるのかというこ

とです。

２点目は、使う方には無料で開放するのか、そ

れとも使用料を徴収するのかというのもお聞きし

たいと思います。

３点目としては、一応小学校３年生まで利用で

きるというふうにうたっているのですが、なぜ小

学校３年生というところで区切っているのかとい

うのをお聞きしたいと思います。

そして、こういう小学校３年生で区切るという

ことは、例えば親がいて、子供が小学校４年生と

３年生がいる、そういうご家族の方がいたとする

と、親は小学校４年生をそこに連れて行くことは

できないということになると思うのですが、そう

いう形になってしまうというのでよろしいのかど
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うか。もう少し小学校３年生というのに幅を持た

すことはできないものかどうかというのをお聞き

したいなというふうに思います。

以上、よろしくお願いします。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（花山俊春） お答えいたします。

まず、維持管理のことでございますけれども、

職員に関しては正保育士１名、臨時保育士１名、

事務補助臨時職員の１名がローテーションを組

み、平日は２名、土日、祝日は３名がコアとなっ

。 、て管理する直営体制での運営をいたします 土日

祝日に関しては、多数の来場が見込まれることか

ら、子育てサークルを中心としたボランティアな

どにも監視員的にお手伝いいただくこととしてお

ります。

維持費につきましては、電気料130万円、燃料

費95万円、施設管理、警備及び清掃業務委託料約

210万円などで、年間の維持管理費は約530万円程

度を見込んでおります。

次に、使用料に関してですけれども、子育て世

代の方に広く利用していただくことを目的にして

おりますことから、無料としたいと考えておりま

す。

最後に、小学校３年生と限定するのはなぜかに

ついてでありますが、この施設は基本的に未就学

児童を対象とした施設、小学校入学前のお子さん

たちを対象とした施設と考えておりまして、中に

置く遊具についても未就学児童を想定したものを

設置することとしております。しかし、家族構成

として未就学児童と小学生という世帯も多数あり

ますので、対象年齢を設定するに当たり、設置す

る遊具のたぐいや未就学児童と事故なく遊べる子

供たちの年齢差などを勘案し、小学校３年生程度

までとしたものでありまして、保護者の都合によ

り小学校４年生以上であっても、一緒に連れてこ

なければならないということであれば、条例第６

条第３号に規定しております市長が特に必要と認

める者として入場を許可することとしたいと考え

ております。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） 維持管理費についてちょっと

お聞きしたいのですが、これは市独自の施策とい

うか、施設というふうに考えてよろしいのかどう

か。というのは、例えば県とか国の一定の何か補

助というのが、こういう施設を運営するとあるも

のかどうかというのもお聞きしたいなというふう

に思います。もしそういうのがなかったならば、

ぜひ県のほうに声を上げるというのも検討しても

らえればなというふうに思うのですが。

それと、小学校３年生で限定するということに

関してですが、これは（３）に 「市長が特に必、

要があると認める者」というふうに書いてあるの

ですが、これは当然事前に承認を求めて、そして

利用するという形になると思うのですが、そうす

るとかなり手続が面倒かなというふうなイメージ

を持ちます。そういう承認を別に求めないで、子

供さんたちがそこに行って遊びたいということで

親御さんが行ったら、いや、この子は小学校４年

生だからだめですよとその場で言われて帰された

というふうな事例が生じる可能性があるのかな

と。そうなると、やっぱり窓口でそれなりの柔軟

な対応をするというのも必要なのではないかなと

思うのですが、そこのところの運営の仕方もちょ

っとお聞きしたいと思います。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（花山俊春） ２点にわたるお尋ね

でございます。

最初の市の単費となるのかというふうな部分で

すけれども、将来的には子育て支援というところ

で補助金を得られるような活動もしていきたいと

は考えておりますけれども、今のところは全て市

の単費で賄うこととなります。
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それから、２点目の窓口での受付体制というこ

とですけれども、そういうところは議員ご指摘の

とおり、そういうところに配慮して柔軟に対応し

たいと考えております。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

次に、15番中村正志議員。

〇15番（中村正志） キッズパーク条例につきまし

て、質疑をさせていただきます。

私も質疑も、第６条第１号、その１点でありま

して、今理由のほうは聞きましたし、その運営の

ほうも聞きましたし、柔軟に対応しますと。柔軟

に対応するのであれば、第１号の項目は特に必要

ないのではないでしょうか。４年生ならいい、５

年ならだめ、６年生ならだめとか。本当にいろん

な意味で切りなくなると思いますし、よくＲ指定

というのはわかりますけれども、これ以上はだめ

という指定はなかなか難しいのではないかなとい

うふうな感じを受けているのです。今の説明みた

いに、そこの施設が未就学児童を対象とした遊具

とかであるのであれば、最初は珍しくて１回、２

回行くかもしれませんが、大きい子供たちはその

うち行かなくなるのではないかというふうな気も

しますので、今みたいな窓口でそれなりの対応を

するのであれば、特に第１号を設ける必要がない

のかなという気がしていますけれども、それでも

やっぱり必要でしょうか。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（花山俊春） 条例の規定の第６条

第１号のことに関してでございます。小学３年生

以下の児童及びその保護者ということでうたって

ありますけれども、先ほどご説明いたしましたよ

うに、基本的には遊具も未就学児童を対象とした

ものとしておりますけれども、その遊具を使って

一緒に遊べる年齢ということを考えて、それと親

子同伴でなければ入れないということも含めて、

その保護者というふうなことを規定する必要もご

ざいましたので、第６条は基本的な利用者という

ことでの条項として設けさせていただいたところ

です。

〇議長（山本留義） 15番。

〇15番（中村正志） わかりました。ただ、今初め

て聞いたのが、保護者同伴でなければ入れないと

いうことなのですね。では、子供たちだけで行っ

た場合は入れないということでいいのですか。も

う一度お願いします。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（花山俊春） 施設の中に監視員的

な方は配置する予定でございますけれども、あく

までもその施設内で子供たちが遊んでいて事故的

なことがあったとか、そういうふうなことが考え

、 、られますので 遊具を使って遊んでいる部分でも

目の行き届かない部分がある可能性があるので、

必ず親子同伴ということでこちらのほうとしては

限定した形で考えております。

〇議長（山本留義） 15番。

〇15番（中村正志） 済みません、ちょっと重箱の

隅をつつくような言い方で大変恐縮なのですけれ

ども、例えばでは私が自分の子供と、いとこの子

供を連れていく、これはだめということですね、

基本的には。済みません、３回目なのでもうちょ

っと言いますけれども、要は今のお話を聞きます

と、そうなると事故あったときの責任の所在とい

うのがちょっとはっきりしないところもあります

ので、それについてはぜひきちんと決めておいて

ほしいなというふうに思います。なので、済みま

せん、もう一回、では最初のほうの親が行かなく

てはだめということは、あくまでも自分の子供で

あって、いとこの子供を連れていったりするとい

うことは、それはだめということですか。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（花山俊春） 先ほど私の言い方、
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ちょっと限定的な言い方をしてしまいました。第

６条第１号に定めているのは、その保護者という

ことになっておりまして、親子、それからおじい

ちゃんと孫とか、それからその連れてこられるお

子さんを付添的にきちんと保護できる方であれば

いいというふうにこちらでは考えております。

〇議長（山本留義） これで中村正志議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第５号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第５号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第６号

〇議長（山本留義） 次は、日程第７ 議案第６号

むつ市大湊展望台条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） ２点ほどお願いします。

まず、維持管理費は幾らになるのかということ

です。維持管理には人を配置する施設ではないな

というふうな前提でちょっと考えていましたの

で、もし人を配置するのであれば、そこのところ

も含めてお願いしたいと思います。

そして、使う方からは利用料とか使用料、見学

料というのですか、そういうのは取るのかどうか

というのもお聞きしたいと思います。

それと、この近くには安渡館というのが建てら

れているのですが、そこの施設などとの一体管理

となるのか、それとも別々の管理。指定管理をす

る予定となっておりますが、別々の管理となるの

か、一体管理となるのかというのをお聞きしたい

と思います。

〇議長（山本留義） 経済部長。

〇経済部長（浜田一之） お答えいたします。

維持管理費につきましては、電気料金、清掃作

業委託料を含め、年間310万円程度を見込んでお

ります。維持管理に人を使うのかということでご

ざいますが、安渡館と一体的に管理するという方

向で考えております。

利用料に関しましては、多くの方々に歴史ある

大湊の町並み、芦崎湾、海上自衛隊艦艇を眺めて

いただくための施設であることから、無料で広く

利用していただきたいと考えております。

安渡館などとの一体管理となるのかについてで

ございますが、安渡館と展望台を一体的に管理す

ることにしております。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） 安渡館との一体管理というこ

とですが、安渡館に行かないで、もう直接展望台

に行ったりするという方もいるかと思うのです

が、そういう意味では自由に出入りができて、自

由に上ることができるというふうな形になるもの

かどうか。必ず安渡館を経由しないと行けないと

いうふうなものになっているのかどうか、そこも

ちょっとお聞きしたいと思います。

〇議長（山本留義） 経済部長。

〇経済部長（浜田一之） 出入りにつきましては、

自由に出入りできるという部分で考えておりまし

て、大湊展望台には職員は置かないわけですけれ

ども、管内に監視カメラを設置しまして、安渡館

の管理事務室からモニターで監視するシステムを

採用しておりますので、安渡館の職員がモニター

で監視し、また定期的に巡回を行うということで

考えております。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。
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ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第６号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第６号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第７号

〇議長（山本留義） 次は、日程第８ 議案第７号

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部

を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備等に

関する条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第７号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第７号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第８号

〇議長（山本留義） 次は、日程第９ 議案第８号

むつ市行政手続条例の一部を改正する条例を議題

といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第８号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第８号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第９号

〇議長（山本留義） 次は、日程第10 議案第９号

むつ市職員の給与に関する条例等の一部を改正す

る条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。６番目時睦男議員。

〇６番（目時睦男） 議案第９号について、３点ほ

どお尋ねをしたいと思います。

１つは、提案理由の中にありますとおり、青森

県人事委員会の勧告によって条例を改正するもの

だということでありますが、具体的には職員の給

与制度は国家公務員の制度を基本に措置してきて

いること、他の都道府県の動向を踏まえ、本県に

おいても人事院勧告の内容を基本に給与制度の総

合的見直しの実施との県の人事委員会の勧告によ

るものだという理解でよろしいのかどうか。

２点目は、人事院勧告によりますと、平均２％

の引き下げということになっているわけでありま

すが、今回の条例改正による職員１人当たりの平

均引き下げ額と平均引き下げ率、それに伴う人件

費が幾ら削減になるのかお知らせを願いたいと思

います。

３点目は、管理職員特別勤務手当のうち週休日

等以外の日の午前零時から午前５時までの間に勤

務した場合の勤務１回当たりの手当額について

、 、は 県の人事委員会勧告は6,000円でありますが

今回の条例改正で4,000円とした理由をお知らせ

願いたいと思います。

以上、３点お伺いをいたします。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） お答えいたします。

この条例案の詳細についてというようなことで

通告を受けておりましたので、若干準備してきた

回答がございます。そちらのほうを紹介したいと

思います。
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青森県人事委員会が行いました県職員の給与に

関する勧告に鑑み、給与制度の総合的見直しとし

て職員に適用される給料表を平均1.8％の減額改

定するものとなっております。このほかに単身赴

任手当の額の改定、それから住居手当及び単身赴

任手当に係る支給対象職員の範囲並びに管理職員

特別勤務手当に係る支給事由を拡大するものとな

っております。また、これまで支給してまいりま

した平成18年の給与構造改革における経過措置額

を、平成27年度から２分の１を減じた額を支給す

ることとして、平成30年度からは支給しないもの

となっております。

また、人件費幾ら削減されるかというような部

分につきましては、1,139万7,000円と試算してお

ります。

それから、３点目ですが、管理職員特別勤務手

当、これを4,000円にした理由というようなこと

でございますけれども、そういう県の勧告がござ

いましたので、市のほうとしても、ここの部分に

ついても勤務１回につきまして4,000円を超えな

い範囲において規則で定めるとしております。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） もう一度、今のお話でいきま

すと、管理職員特別勤務手当が県の人事委員会の

勧告も4,000円だと、ですから横並びをして

4,000円に改正をするのだということでのお話で

あったというふうな理解をしますが、私の認識と

しては、県の人事委員会勧告は6,000円という理

解をしているのでありますが、もう一度お尋ねを

したいと思います。

もう一つは、この一部改正にかかわる部分で、

労使交渉経緯はどのような状況にあったのかお知

らせを願いたいと思います。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） 労使交渉の部分でご

ざいますけれども、これにつきましては２月23日

に確認書を交わしております。

それから、この管理職員特別勤務手当の部分で

ございますけれども、県のほうが6,000円という

、 、ことでございますが 市のほうでは4,000円以内

4,000円を超えない範囲ということで定めるとい

うようなことでございます。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） 管理職員特別勤務手当の部分

について、今わかりました。私の理解と一致をし

たわけでありますが、県の人事委員会の6,000円

から4,000円にした理由をお知らせ願います。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） この4,000円にいた

しました部分につきましては、今明確にお答えす

ることができませんので、後ほどお答えしたいと

思います。よろしくお願いいたします。

〇議長（山本留義） これで目時睦男議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第９号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第９号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第１０号

〇議長（山本留義） 次は、日程第11 議案第10号

むつ市職員の給与の特例に関する条例を議題とい

たします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、12番斉藤

孝昭議員。

〇12番（斉藤孝昭） 議案第10号は、平成27年４月
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１日から平成28年３月31日までの間、職員の給料

を減額するという議案であります。市長は、財政

が厳しい折、苦渋の選択で職員の給料を下げさせ

てほしいというふうな話を過去にしておりまし

た。一方で、政府は所得を上げようと、上げてく

ださいというふうな経済界に対する指示も出して

おります。そういう中で、地域に与える経済も果

たしてどうなるかというふうなことを思っている

ところでありますが、職員の皆さんには組合があ

りますから、組合との交渉があったと思います。

その結果はどういうふうな結果だった、やりとり

があっての結果だったのか。そのときに意見、要

望等あったのかどうか、ありましたらお知らせ願

いたいと思います。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） まず、職員組合とどのよう

なやりとりがあって、結果はどうだったのか、そ

れからあわせて意見や要望があったのかというこ

とのお尋ねだと思いますけれども、今回のこの件

につきましては、少し丁寧にご説明をさせていた

だきます。

平成27年度の予算編成に当たりましては、財政

健全化を最重要事項としたところでありまして、

具体的にはあらゆる無駄の排除を前提とした内部

経費の削減、市単独補助金の原則10％カットを含

めた既存事務事業の徹底的な見直し、類似団体と

の比較による事業量の調整と、一般財源ベースで

５億円の削減を目標とした財源対策のたたき台を

作成し、これをもって庁内組織であります政策調

整会議において、その可否についての議論を重ね

るとともに、予算査定とも連動させることで一定

の成果は得られたということであります。

しかしながら、歳出の削減は住民サービスとの

兼ね合いもあり、決してたやすいものではなく、

結果として削減目標額の達成には至らなかったも

のの、これ以上市民生活への直接的なご負担をお

願いするということも難しい状況にありますこと

から、先行して実施していた私を初めとする特別

職の給与、それから管理職手当の削減に加えて職

員の給与の減額措置を実施する苦渋の決断をした

次第であります。

このことから、職員組合とは２月５日、13日、

23日の３回にわたり総務政策部長、財務部長等が

。 、組合側と団体交渉を行っております この中では

職員給与を削減せざるを得ない財政状況に至った

経緯、削減率、削減期間等についての説明、協議

を重ね、結果として職員組合からは平成27年度予

算編成を停滞させたくないとのことから重い判断

をしていただいたものであり、去る２月23日付で

職員組合との間に確認書を取り交わしておりま

。 、 、す また ２月24日には副市長から全職員に対し

協力依頼を行ったところであります。

要望や意見があったのかということであります

けれども、確認書においては、財政基盤の確立と

減額措置の早期解消、軽減を図るため、平成26年

度の決算状況、平成27年度の財政状況、また平成

28年度の予算編成などにおいて適時意見交換を行

うこととしております。

以上です。

〇議長（山本留義） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

次に、２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） 私からは、３点ほどお願いい

たします。

まず１点目ですが、今同僚議員の質疑に対する

答弁を聞いていても、よくわかりませんでしたの

、 、で ３％を減らす財政が悪いというののその理由

それをお聞きしたいなと。減らす理由です。そし

て、３％とした理由、そして１年間としたこの理

由、根拠というのもお聞きしたいなというふうに

思います。

２点目ですが、３％減額の対象人数と総額は幾
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らになるのかということです。そして、ことし１

月からはもう管理職手当のほうも減らしていると

いうことですが、特別職手当、そういうのも含め

たら総額は幾らになるのかということをお聞きし

たいと思います。

それと、こういう多分3,000万円、4,000万円規

模で、先ほど人事院勧告のほうも1,100万円以上

の減額とかを合わせるとかなりの額になりますの

で、やはり地域経済への影響はあるものと思いま

すが、これについては市長はどういうふうに考え

ているかというのをお聞きしたいと思います。

以上、お願いします。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

まず、お尋ねの１点目であります３％の減額の

理由と１年間の根拠についてお答えいたします。

これまでも申し上げましたとおり、平成27年度の

予算編成におきましては、一般財源ベースで５億

円の削減を目標とした財源対策のたたき台を作成

し、その可否についての議論を重ねるとともに、

予算査定とも連動させることで一定の成果は得ら

れたところでありますが、結果としてこの削減目

標の額の達成には至らなかったことから、この不

足分を補うため給与の３％を減額する決断をした

ものであります。

また、減額の期間を１年間とした根拠につきま

しては、新年度におきまして、平成28年度以降を

見据え、早い段階から全庁一丸となって歳入歳出

両面にわたる改革に取り組み、給与の減額に頼ら

ずとも運営可能な財政構造への転換を図ることと

したことから、減額の期間を１年間としたもので

あります。

お尋ねの２点目、３％減額の人数と総額は幾ら

か、管理職手当減額を含めると総額は幾らかとい

うことでありますけれども、まず一般会計に係る

、 、３％減額分につきましては 人数としては480名

総額は8,609万6,000円、管理職手当減額分を含め

た総額は１億857万6,000円となっております。

お尋ねの３点目、減額の地域経済への影響につ

いてでありますが、私自身影響がないとは言い切

れないものの、まずは何をおいても財政再生団体

への転落といった最悪の事態に陥ること、このこ

とのほうが市民サービスに大きな影響が出るとい

うふうに考えております。また、このことを避け

なければならないというふうな判断によるもので

ありますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） 当初の目標が５億円を減らす

というところから出発して、それに至らない不足

分を３％ということで補ったというふうな理由で

ありますが、この財政が悪いというのの、その原

因というのは職員にあるというふうに市長は考え

ているものかどうか、ここをちょっとお聞きした

いなと。財政が悪くなった原因です。やはりそこ

のところをしっかり確認しないと、一般職員にも

責任があったのかどうか、そこのところをちょっ

とお聞きしたいなと思います。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

何か財政が悪いとかという理由が一般職員にあ

ったのかということは、私はそのようには考えて

おりません。構造的に歳入がどんどん減っていく

ということが大きな原因であるとともに、要する

に自主財源の割合が構造的に低いということが主

な原因であると思います。ですから、今回は誰が

悪いから減額をしたということではなくて、我々

自身、そういう意味では市の単独補助の部分も

10％カットしたということもありますし、そうい

った痛みを市民の皆様にも負担を求めているとい

うことでありますし、そういったことから、もう

削るところが今回はないという中で、職員組合に

もご協力いただいて、今回このような結果になっ
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たというふうな理解をしていただきたいと思いま

す。

〇議長（山本留義） ２番。

（ ） 、 、〇２番 横垣成年 やはりそこを 財政が悪いと

悪くなると、今後も予想されると、今まではそれ

に対する対処がなかなかできなかった、そういう

ところの検証というのをしっかりやらないと、や

らないまま進むと、もう次から次へと職員の給料

カットのほうへどんどん、どんどん行くというふ

うな発想になるというふうに私は思います。市長

がおでかけ市長室ですか、そういうことで出かけ

て、財政悪化の主な原因ということでホームペー

ジにも掲載しているのを見ると、少子高齢化等に

伴う市税収入の伸び悩みとか、市町村合併に伴う

普通交付税の減少だとか、電源立地地域対策交付

金の減少、下北医療センターの不良債務解消のた

めの歳出増、国民健康保険特別会計の累積赤字解

消のための支出増とか、除排雪経費の高どまりと

いうのを主な財政悪化の要因というふうにしてい

るのですが、この要因には職員が原因というのが

全く見えないのです。職員の働きが悪かったがた

めにこういう悪化の要因をつくったというのが全

然見えないような……

〇議長（山本留義） 横垣議員、発言に気をつけな

がら。

〇２番（横垣成年） 職員は、やっぱり与えられた

仕事を一生懸命やっているわけですよね。そこで

それに対して減額をするというのは、本当に仕方

がないときにやるべきであって、その前にやる対

策をもっともっと先行するべきではないかなとい

うふうに思うのです。だから、市長がおでかけ市

長室で説明しているこの財政悪化の主な要因の中

には、ほとんど市の職員が原因でこういうふうに

悪化したというものはない。そういう中で、市の

職員の懐に手を突っ込むというふうな発想はやっ

ぱりよろしくないなと私は思います。そういう意

味では、なぜ財政が悪化しているのかというのを

もう少し分析して、その原因は何かというのをも

う少し明らかにしてほしい。やっぱりこれだけで

は職員の給与をカットする原因には私はならない

と。ただ５億円をクリアするために、その不足分

のために３％というふうな発想であれば、次の予

算計上のときは、今度10億円カットするためにそ

の不足分をとか、どんどん、どんどん発想がそう

いうふうになってしまうのではないかなと。本当

の財政の悪化の原因は、やっぱり今までの無計画

的な財政運営が今の悪化の原因をつくったという

ふうに私は思っています。いろんな箱物をいっぱ

いつくったとか、同じ建物でもお金をかけ過ぎた

建物をつくってしまったとか、そこら辺の精査が

やっぱり薄かったがために、こういう財政悪化を

つくったと。そこら辺の原因分析をもっとするべ

きではないかなと思いますので、市長、これから

対処するために、そこのところの考え方、もう少

し分析をするべきだと。それこそ財政計画もしっ

かりとつくったうえで財政運営するべきだという

ところを思うのですが、そこのところの考え方を

お聞きしたいなと思います。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 非常に長いお尋ねでありま

したので、要点を絞ってお答えさせていただきま

すけれども、何かこれまで無計画に我々が行政を

行っていて、それが赤字の原因だというような印

象のお尋ねでありましたけれども、決してそうで

。 、はございません とりわけ平成27年度の予算編成

この中では先ほどから繰り返し申し上げていると

おり、５億円の削減目標というのをまず立てて、

政策調整会議で徹底した議論を行いました。さら

に、その政策調整会議で行われた議論というもの

を予算査定の中でもしっかりと議論して、それを

踏まえた形でもなお足りない部分があったという

ところであります。そして、それが先に見えてい
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たので、我々そういう意味では市長を含める特別

職と管理職手当をまずカットして、さらに身を切

る覚悟で職員が今この財政難に臨むという覚悟で

３％をカットしたということでありますので、何

も無計画にやってきたからとか、そういう批判に

は当たらないと思いますし、我々自身は自らの身

を切る覚悟でこの難局に乗り込んでいくという決

意があるということだけは申し上げておきます。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

次に、６番目時睦男議員。

〇６番（目時睦男） ２点についてお尋ねをいたし

ますが、最初の１点は、先ほどの斉藤議員の質疑

と関連をするわけでありますが、今回の給与引き

下げについて、アベノミクスの成長戦略である賃

金引き上げによる経済活動の活性化との関連をど

のように理解をしているのかお尋ねします。

もう一点は、県内の他自治体の給与引き下げと

いう部分について、本市と同じような状況が他の

自治体にもあるのかどうか、お知らせ願います。

以上、２点お願いします。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） まず、私からお尋ねの１点

目、アベノミクス賃金の引き上げとの関係をどの

ように理解しているのかということでありますけ

れども、アベノミクスによる賃金の引き上げとい

うのは、今株高で、要するに金利が下がって、株

高になって企業の内部留保がふえていると。そう

いう企業については、しっかりと賃金を上げてい

ってくださいよという要請を経団連等にしている

という認識であります。我々のこのむつ市の状況

というのはそういう状況にございませんので、我

々としては先ほどから繰り返し述べておりますと

おり、自らの身を切る覚悟でこの財政難という難

局を乗り切っていくという決意でこのような形に

なっているということですので、ご理解をいただ

きたいと思います。

県内の他自治体との関係については、担当部長

から答弁をさせていただきます。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） 他自治体の状況でご

ざいますけれども、ちょっと資料がないので、は

っきりしたことは申せませんが、黒石市はやられ

ているのではないかと思っております。

むつ市の場合も、平成25年７月１日から平成

26年３月31日まで、これは国からの要請に応じて

削減措置を講じておりますけれども、独自判断に

よるものは今回が初めてとなっております。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） 先ほどの市長の答弁でいきま

すと、もうけているというか、利潤のある内部留

保があるところ。厳しいところについては、これ

は賃金を引き上げをしなくてもという容認したよ

うなお話でありますが、全体の経済を活性化して

いくという部分については、国も手だてをしなが

ら、企業が賃金引き上げを図れるようなというの

が私はアベノミクスの成長戦略の底辺にあるもの

なのだろうなという理解をしていますが、若干そ

の部分についても。

２点目の他の自治体については、今総務政策部

長お話しのように、私も県内では黒石市以外はな

いのかなということの認識をしております。そこ

で、再度お聞きしますが、平成26年10月の、先ほ

どの議案第９号とも関連しますが、県の人事委員

会勧告に際して、県の人事委員会が企業規模50人

以上の民間事業所の給与、４月分の給与を調査し

たところ、県職員給与と比較した結果、民間給与

を1,209円、率にして0.33％県職員の賃金が下回

っているとの結果が示されているわけでありま

す。今回の給与削減となれば、民間準拠とした公

務員給与のあり方が崩れていくことになるのでは

ないのかというふうに捉えるわけですが、これに
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ついての認識をお尋ねしたいと思います。

それと２点目が、財源不足は、先ほど市長が５

億円の削減による目標というようなお話でありま

す。これらの財源不足は、地方交付税や県の支出

金等の減額などが５億円の財源不足の大きな要因

になっているだろうと認識をしているわけであり

ます。そういう中で、財源不足したから職員の給

与を引き下げるのだという考え方は、地方経済に

与える影響、そしてまた加えて職員が行政改革で

大変な中でも頑張っている、それらの職員の今後

の業務に対するモチベーション低下にもつながる

のではないかという懸念をするわけであります。

そのようなことから、このモチベーションをどう

維持をし、向上させていくのかという点について

どのように考えているのかお知らせを願います。

そして、先ほどの横垣議員なり斉藤議員の質疑

とも関連しますが、今回の給与減額措置について

の労使交渉経緯の中で、１つには平成26年度の決

算状況、平成27年度の予算執行状況などの財政状

況、平成28年度の予算編成、そして４つ目には財

政基盤の確立、この４点について労使交渉におい

て今後も誠意を持って最大限の取り組みをしてい

くということを確認しながら、平成27年度内の早

期解消、軽減を図るというふうなことでの交渉経

緯にあるということでお聞きをしているわけであ

りますが、そのような理解でよろしいのかどうか

お知らせを願いたいと思います。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

お尋ねは３点あったかと思いますけれども、ま

ず民間給与との関係でありますが、これはむつ市

内の民間事業者の給与水準がどうなっているかと

いうデータを今持ち合わせておりませんので、に

わかには比較はできないというところであります

けれども、そういった意味で県の人事委員会勧告

との関係ということについては私も十分認識して

おりますし、こういった給与削減が恒常的になら

ないように来年度の予算編成は当初から削減につ

いて取り組むということでありますので、その点

はご理解をいただきたいというふうに思います。

また、お尋ねの２点目でありますけれども、職

員のモチベーションが下がるのではないかという

ことでありますけれども、職員組合との交渉の中

では、本当に財政についての勉強をもっとさせて

くれというような前向きな意見が非常に多くござ

いました。また、先ほどの確認書の中でもありま

したけれども、平成26年度の決算や平成27年度の

財政状況、そして平成28年度の予算編成について

適宜意見交換をしたいということで提示を受けて

おります。そういったことからも、職員の就労意

識が低下するというようなことは私はないという

ふうに考えています。

お尋ねの３点目については、担当部長より答弁

をさせていただきます。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） 職員組合との交渉経

過についてでございますけれども、２月５日に給

与削減について職員組合側に提示をいたしまし

た。その後２月13日、それから２月23日に交渉、

協議を行っておりますけれども、職員組合のほう

からは平成27年度の予算を停滞させたくないとい

う重い判断をしていただいたところでございま

す。職員組合側の要求というのは、先ほど市長が

申し述べたとおりでございます。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） 最後でありますが、先ほどの

議案第９号と今の議案第10号を合わせますと、人

件費の削減がおよそ１億4,000万円になるだろう

ということでの理解をするわけでありますが、こ

れらの人件費削減によって購買力低下は明白にな

っていくだろうという理解をせざるを得ないわけ
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であります。経済活性化に逆行することになると

いうことを指摘しながら、質疑を終わります。

〇議長（山本留義） これで目時睦男議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第10号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第10号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

ここで午前11時15分まで暫時休憩いたします。

午前１１時０３分 休憩

午前１１時１５分 再開

〇議長（山本留義） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◇議案第１１号

〇議長（山本留義） 次は、日程第12 議案第11号

むつ市太陽の恵み基金条例の一部を改正する条例

を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。15番中村正志議員。

〇15番（中村正志） 議案第11号につきまして、質

疑をさせていただきます。

太陽の恵み基金条例でありますが、まずはこの

事業をやってからソーラーパネル等々のほうに補

助するということだったのですけれども、それら

の実績はどのようになっているのかということ

と、今回その使途を拡大しましたけれども、私も

以前この基金条例のときの質疑で太陽光パネルだ

けであれば、せっかくの恵みが一定の人にしか行

かないので、できればそうではない方法を考えて

ほしいというふうな話をしていましたので、今回

の使途の拡大については賛成なのですけれども、

その使途を拡大するに至った理由についてもあわ

せてお聞きしたいと思います。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） お答えいたします。

、 、まず これまでの実績についてでございますが

むつ市太陽の恵み基金につきましては、平成25年

度から運用を開始し、大畑中央保育所、第三田名

部小学校、市役所の本庁舎及び川内庁舎を対象と

して、それぞれの太陽光発電システムの発電量を

、 、推計し 得られる電気料金節減差額を積み立てて

それを原資として補助金を交付しておりますけれ

ども、平成25年度決算では積立額52万6,000円、

。 、補助金額は５件で合計25万円でございます また

平成26年度は、予算額ベースで積立額が78万

4,000円、現時点での補助金額は６件で30万円と

なっております。

使途の拡充の理由についてでございますけれど

も、これまでは一般家庭を対象として２キロワッ

ト以上６キロワット未満の住宅用太陽光発電シス

テムを設置する場合に、予算の範囲内において１

基当たり５万円の補助金を助成してまいりました

けれども、ごく限られた市民にのみ補助金が交付

される状況にございます。このことにつきまして

は、条例制定時、中村議員も含めて複数の議員か

ら議論のあったところでございます。

このたびの条例改正によりまして、その恩恵を

広く行き渡らせることが可能となり、太陽から得

られた恵みを植栽や森林保全に活用することで、

環境に配慮した循環型社会の一助にもなることか

ら、再生可能エネルギーの導入等だけでなく環境

保全活動等への活用も図り、使途を拡充するもの

でございます。

〇議長（山本留義） 15番。

〇15番（中村正志） 環境保全活動のほうに拡充し

ていくということになりますと、もともとやって



- 202 -

いたほうの補助というのは件数を減らしていくと

いうふうな考えなのでしょうか。それとも、実際

やってみたらそれほど応募がないので、そっちに

回そうかなというふうな感じなのでしょうか。そ

の辺は新年度からどうなるのでしょうか。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） 太陽光パネルの部分

につきましては、平成26年度、今年度でございま

、 。すけれども 募集枠に満たない状況にございます

この先々にはやはり多くの市民が恩恵を受けられ

る環境分野のほうへシフトしてまいりたいと考え

ております。

〇議長（山本留義） これで中村正志議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第11号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第11号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第１２号

〇議長（山本留義） 次は、日程第13 議案第12号

むつ市介護保険条例の一部を改正する条例を議題

といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、２番横垣

成年議員。

〇２番（横垣成年） ４点ほどお願いします。

まず、改正条例ですから、今回の改定の経緯を

お聞きしたいと思います。

２点目ですが、今回の改定率、改定による引き

上げ総額、それと改定対象者数と１人当たりの平

均改定額をお聞きしたいと思います。

それと、今までは５段階、これを今回は９段階

ですか、そういうふうに区分をふやした理由をお

聞かせ願いたいと思います。

、 、最後ですが こういう引き上げの改定の場合は

特に気をつけなくてはいけないのが低所得者層へ

の配慮だと思います。そういう低所得者層への軽

減措置など、配慮はなされたものになっているの

かどうか。

以上、お聞きいたします。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（花山俊春） まず、改定の経緯に

ついてでございます。介護保険法の規定により、

市町村は３年を１期として介護保険事業計画を定

めることとされておりまして、この計画期間に合

わせて65歳以上の第１号被保険者の介護保険料も

改定することとなっております。

今回は、平成27年度から平成29年度までの第６

期、３年間の保険給付費見込額に第１号被保険者

の負担分である22％を掛けて算定した保険料基準

月額案を介護保険事業計画策定委員会にお示し

し、市長への答申を経て提案したものでございま

す。

お尋ねの２点目の改定率、改定による引き上げ

総額、改定対象者数と１人当たりの平均改定額と

いうことでございます。今回の改正は、保険料月

額基準額を5,800円から6,000円と200円増額し、

率では3.4％引き上げる、その改定と、国の基準

に準じて徴収階層を６段階から９段階にする改正

が重なっておりますので、分けて説明させていた

だきます。

まず、保険料月額基準額を200円増額する改定

では、被保険者１万7,412人が全員影響を受ける

ことになります。総額で約3,797万円の増となっ

ております。一方、６段階から９段階にする改定

では、新４段階の2,628人と６段階の2,077人の保

険料は減額となり、新７段階の1,844人と９段階
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の540人の保険料は増額となることから、最終的

に徴収階層の変更では約1,198万円の減額となり

ます したがいまして 保険料月額基準額を200円。 、

引き上げ、６段階から９段階とする２つの改定に

よる保険料額は合計で2,598万円の増となってお

ります。これにより、平成27年度の第１号被保険

者１万7,412人、１人当たりの平均改定年額は

1,492円の増額となります。

３点目として、区分をふやした理由ということ

でございますけれども、第６期介護保険料につい

ては、介護保険法施行令の改正による国の基準に

準じて、所得水準に応じたきめ細かな保険料設定

を行うため、徴収階層を６段階から９段階に見直

すこととしたものであります。

最後ですけれども、低所得者層への軽減措置な

ど、配慮されているかということでございます。

第６期、平成27年度の第１段階の保険料について

は、本条例では基準額第５段階の0.5、２分の１

の保険料額となっておりますけれども、低所得者

、 、に対する軽減強化策で 基準額の0.5から0.45に

年額で言えば３万6,000円から３万2,400円に引き

下げられる予定でありますが、それに係る国の政

令改正が３月末となる予定でありますことから、

その部分の改正は、その政令が公布されてからと

考えております。

さらに、平成29年４月に消費税率が10％へ引き

上げられる場合には、低所得者に対する軽減強化

策として第１段階は基準額の0.45から0.32、年額

で言えば３万2,400円から２万1,600円に、第２段

階は0.75から0.5に、年額で言えば５万4,000円か

ら３万6,000円に、第３段階は0.75から0.7に、年

額で言えば５万4,000円から５万400円に引き下げ

られ、その減額となる部分は国、県、市の負担と

なる予定であります。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） ９段階に分けたというのは、

所得に応じた徴収になるということの説明であり

ますが、ということは、段階をもっと細かくすれ

ばするほど、それほどきめ細かに所得に応じた徴

収ができるというふうに理解するのですが、そう

いう意味ではもっともっと細かくできるものかど

うかというのをお聞きしたいし、先ほど第１段階

ですか、0.5が0.45になる予定だとかというので

すが、これはもう固定して、0.45をもっと0.2だ

とか、そういう形にすることができるものかどう

か。そこのところも改定のやり方で、例えばむつ

市独自でやる気になればそういうのは可能だとか

というのがあれば、ちょっとお聞かせ願いたいな

というふうに思います。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（花山俊春） 今回は９段階に、国

の基準どおりにしたわけでございますけれども、

もっと細分化すれば、その所得に応じた額が徴収

できるのではないかと、そういうふうなお話でご

ざいます。

今回うちのほうで９段階にした、国の基準どお

りとした理由でございますけれども、その保険料

第６期分を算定した段階で200円の上げ幅で済む

ということがございました。というのは、前回ま

で第５期の部分では基準額5,800円で、県内でも

上から12番目に高い位置にあったわけでございま

すけれども、今回試算した段階では6,000円とい

うことで、ほかの他市の状況を見ますと、恐らく

県平均の中間あたりまで下がることができたので

はないかと。そういうふうなことから、さらなる

細分化ということは考える必要はなかったとこち

らのほうでは見込んで、今９段階としたものでご

ざいます。

それから、第１段階が0.5から0.45になる、そ

この部分をさらに引き下げてはいかがかというふ

うなお話でございます。これも国のほうの介護保

険法施行令のほうの改正の基準に基づいて、こち
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らのほうもその率というのを決めているわけでご

ざいますので、国の方針に沿った形でやって影響

がないものであれば、そのとおりにしたいと考え

ているところでございます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） むつ市は、なかなか低所得者

層が多いということもありまして、ぜひとも国の

方針どおり今回は９段階、そして第１段階は

0.45にする方向だということでありますが、何か

答弁を聞くと まだ幅があると そのとおり0.45よ、 、

りも下げるような余地はあるような答弁でありま

したので、ぜひそこのところも、今回は今回とし

て、これ以上6,000円が7,000円、8,000円という

ふうになると大変厳しいものになりますので、そ

このところをぜひ検討してくださることを要望し

て質疑を終わります。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

次に、13番濵田栄子議員。

〇13番（濵田栄子） 横垣議員の質疑でおよそ内容

はわかりました。

あと１点お尋ねしたいのは、これ３年計画の見

直しなのですけれども、徐々に上がってきている

。 、 、のは確かです それで 私質疑いたしましたのは

ちょっと文章自体がわかりにくいと。52ページの

４行目ですけれども 「２号中「34,800円」を、

「54,000円」に改め」ということで、部長のほう

から資料をいただきましたので、この２号という

のが現行の１、２号が１号になってということは

わかりましたけれども、これとても一般の方には

わかりにくいと思うのです。ですから、やはり払

う方が納得できるような情報提供というのをしな

ければならないと思うのです。３年後、また見直

しになると思いますけれども、ほぼ65歳以上の方

は所得がどんどんふえるということは余り想定で

きません。ただ、負担がどんどんふえていくので

はないかなということは高齢化の中で想定できま

すので、その広報活動なんかはどのように説明し

ていくつもりかお聞かせください。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（花山俊春） まず、濵田議員ご指

摘の改正の条例の文がわかりにくいと。そういう

ことについては、その条文に関しては機械的なや

り方の改定と考えていただきたいと思います。も

ちろん一般の被保険者の方々には、こちらから広

報することとしておりますが、その条文みたいな

わかりにくい文章ではなくて、こういう理由でこ

ういうふうな階層の方がこうなるよというふうな

図式をもってこちらのほうでは通知したいと思っ

ています。来年度からの介護保険制度改正とあわ

せて、介護保険料の改定についてはご議決をいた

だいた後、４月以降の広報紙でお知らせいたしま

すし、対象者個々へのお知らせは６月以降の個々

の保険料の決定通知の折に詳細に広報させていた

だきたいと思っております。

〇議長（山本留義） 13番。

〇13番（濵田栄子） ありがとうございます。活字

ではなかなかわかりにくい部分もありますので、

おでかけ市長室で、市長とまではいかなくても、

部長クラスの方が、やはり負担がふえるときは市

民に対して丁寧な説明が必要かと思いますけれど

も、どう思いますか。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（花山俊春） 対象となる方を全部

集めてご説明というふうなのは、ちょっと困難か

と思われます。１万人以上の方が対象になってい

るわけでございますので。機会があれば、おでか

け市長室とかそういう部分でご説明させていただ

くこともあり得ますけれども、それはある一部分

の地区のことになってしまいますので、こちらと

しては全体の広報として、やはり個々人に通知を

、 。申し上げると そういうことを考えてございます
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〇議長（山本留義） 13番。

〇13番（濵田栄子） 行政連絡員の方とかさまざま

な団体がありますので、そういう中での説明もい

いのではないかなと思います。

質疑を終わります。

〇議長（山本留義） これで濵田栄子議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第12号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第12号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◎発言の申し出

〇議長（山本留義） ここで先ほどの議案第９号の

目時睦男議員の質疑に対する答弁について、総務

政策部長から発言の申し出がありますので、これ

を許可いたします。総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） 議長から発言を許可

をいただきました。ご配慮に感謝申し上げます。

議案第９号、目時睦男議員からのお尋ねでござ

いますけれども、管理職員特別勤務手当の、なぜ

県が6,000円で市が4,000円になったのかというこ

とについてでございます。

まず、県の給料表についてでございますけれど

も、県のほうは10級まで、市のほうが７級までと

なっております。県の10級の職員で週休日に勤務

、した場合の額が１万2,000円となっておりまして

平日深夜の場合を２分の１の6,000円としたこと

から、当市におきましては７級の部長級で週休日

に勤務した場合の額が8,000円でありますので、

平日深夜の場合を２分の１の4,000円としたもの

でございますので、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） これで発言の申し出を終わり

ます。

◇議案第１３号

〇議長（山本留義） 次は、日程第14 議案第13号

むつ市指定地域密着型サービスの事業及び指定地

域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準等を定める条例及びむつ市介

護老人保健施設条例の一部を改正する条例を議題

といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第13号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第13号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第１４号

〇議長（山本留義） 次は、日程第15 議案第14号

むつ市保育所条例の一部を改正する条例を議題と

いたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第14号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第14号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第１５号
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〇議長（山本留義） 次は、日程第16 議案第15号

むつ市斎場条例の一部を改正する条例を議題とい

たします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） 議案第15号は、犬猫の火葬に

係る使用料を値上げするというものであります

が、この犬猫など火葬使用料の値上げの理由をお

聞かせ願いたいと思います。

それと、犬猫などの火葬の年間件数と、引き上

げによる収入増は幾らになるのかというのをお聞

きしたいと思います。

〇議長（山本留義） 川内庁舎所長。

〇川内庁舎所長（松本大志） お答えいたします。

お尋ねの１点目でありますが、犬猫などの火葬

に係る斎場使用料引き上げの理由についてであり

ますが、むつ市川内斎場は平成８年度建設、平成

９年度供用開始以来17年を経過いたしました。合

併に伴い、市内居住者の利用が大幅に増加したこ

と及び火葬炉の耐用年数は16年とされております

が、むつ市川内斎場の火葬炉もその耐用年数を経

過するとともに、修繕費が増加しており、今後も

予定外の突発的な修繕の発生が見込まれます。よ

って、今般他市町村の例を参考にしつつ、動物炉

の使用料を見直しし、相当額の受益者負担をお願

いすることといたしました。

次に、お尋ねの２点目、犬猫などの火葬年間件

数と引き上げによる収入増の額についてでありま

すが、使用者数は過去３年間の平均が約330体と

なっております。これをもとに試算しますと、収

入額は改定前は１体3,000円で99万円、改定後は

１体5,000円で165万円となり、年間66万円の増収

となります。

以上です。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） としますと、かなり耐用年数

を過ぎているというふうにお聞きいたしました

が、それはちょっと困ったものだなと。当然耐用

年数過ぎたものは新しいものにつくりかえなくて

はいけないというのが物の段取りであると思いま

すが、そこのところのちょっとお考えもお聞きし

たいなと。例えば今修繕費がかかっているといい

ますが、どのくらいふえてきているのか。また、

ここのところはやっぱりシミュレーションしなく

てはいけないと思うのです。修繕ばかりしている

と、逆に修繕のほうが高くつく、それよりも新し

い炉にかえてしまったほうが長く計算すると、結

局安上がりになるというふうなことがありますか

ら、そこら辺のところを考えているものかどうか

お聞きしたいと思います。

〇議長（山本留義） 川内庁舎所長。

〇川内庁舎所長（松本大志） 耐用年数が過ぎてい

るわけですが、炉については逐次毎年検査とかし

まして、それを計画的に補修して長くもたせるよ

うなやり方でやっております。

それと、最近の修繕費の動向でございますが、

年間67万2,000円程度の修繕ということになりま

す。

以上です。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） ということは、今いろんな建

物の長寿命化計画というのをつくって対処されて

いる自治体があるのですが、いわゆるそういう形

でメンテナンスをやりながら使っていったほうが

いいという判断であるというふうに、私は答弁を

聞いてわかったのですが、そういう意味では、あ

と大体どのくらい、そういう形でもつことができ

るのかというのも最後お聞きしたいと思います。

〇議長（山本留義） 川内庁舎所長。

〇川内庁舎所長（松本大志） 炉そのものは、補修

をすればまだまだかなりもつのだろう、メンテナ

ンスをしてもたせなければならないなというふう
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に考えております。

以上です。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第15号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第15号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第１６号

〇議長（山本留義） 次は、日程第17 議案第16号

むつ市消防団条例の一部を改正する条例を議題と

いたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。15番中村正志議員。

〇15番（中村正志） 議案第16号につきまして質疑

をさせていただきます。

このたびの増額改定ですけれども、これは消防

団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法

律の第13条の中で消防団員の処遇の改善というよ

うなことがうたわれておりますが、これを受けて

のものというふうな捉え方でよろしいのでしょう

か。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

まずもって中村議員におかれましては、むつ市

消防団むつ消防団第１分団副団長として、災害時

はもとより、日ごろから献身的な消防団活動に従

事せられていることに対し、心から敬意を表した

いと思います。

お尋ねのほうですけれども、法律に規定されて

いる消防団のその処遇改善ということも増額の理

由の一つではありますが、懇談会など機会のある

ごとに災害時のご労苦や危険性などについて消防

団員の皆様方の生の声を聞かせていただき、少し

でもそのご労苦に報いるため、災害時の出動分だ

けでも増額すべきではないかと判断したところで

あります。

なお、この2,000円という出動手当の額につき

ましては、青森市が2,170円、弘前市、五所川原

市、十和田市３市が2,000円となっていること等

を考慮したものであります。

〇議長（山本留義） 15番。

〇15番（中村正志） そうしますと、この消防団を

中核とした地域防災力の充実強化に関する法律の

中では、それ以外につきましても消防団に関して

指摘されているというか、条項があるのですが、

それらにつきましては今後徐々に取り組んでいく

というふうな考え方でよろしいですか。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 消防団の皆さんのご意見を

伺いながら、今後徐々に取り組んでいくというこ

とで考えています。

〇議長（山本留義） これで中村正志議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第16号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第16号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第１７号

〇議長（山本留義） 次は、日程第18 議案第17号

むつ市図書館資料購入基金条例を廃止する条例を

議題といたします。
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これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第17号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第17号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第１８号

〇議長（山本留義） 次は、日程第19 議案第18号

むつ市地域福祉基金条例を廃止する条例を議題と

いたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第18号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第18号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第１９号

〇議長（山本留義） 次は、日程第20 議案第19号

むつ市地域の元気臨時交付金基金条例を廃止する

条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第19号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第19号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第２０号

〇議長（山本留義） 次は、日程第21 議案第20号

むつ市ふるさと活性化対策基金条例を廃止する条

例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第20号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第20号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第２１号

〇議長（山本留義） 次は、日程第22 議案第21号

むつ市青少年問題協議会設置条例を廃止する条例

を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第21号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第21号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第２２号

〇議長（山本留義） 次は、日程第23 議案第22号

財産の取得についてを議題といたします。

本案は、都市計画道路横迎町中央２号線の道路

用地を取得するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま
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すので発言を許可します。12番斉藤孝昭議員。

〇12番（斉藤孝昭） 議案第22号、都市計画道路横

迎町中央２号線の道路用地を取得するためのもの

の議案について質疑いたします。

これは、取得面積が5,000平方メートル以上だ

ということで、議会の議決が必要だというふうな

理由で提案されたものですが、道路をつくるに当

たって個人の所有地、ここだけ買っても小さいと

ころが買えないと道路にならないわけで、その進

捗状況を関連してお知らせ願いたいと思います。

〇議長（山本留義） 建設部長。

〇建設部長（鏡谷 晃） 斉藤議員のお尋ねにお答

えいたします。

都市計画道路横迎町中央２号線整備事業に係る

用地測量、補償調査は、平成25年度予算を繰り越

したうえで今年度の発注をしておりますが、用地

取得環境の整った用地から順次取得を進めていく

こととし、第１工区は本議案の土地のほか３名、

計1,638.57平米について今後取得を進めていくこ

とといたしております。また、第２工区につきま

しては、来年度へ繰り越したうえで用地取得を進

めていくこととしております。

〇議長（山本留義） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第22号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第22号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第２３号

〇議長（山本留義） 次は、日程第24 議案第23号

青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公

共団体数の減少及び青森県市町村職員退職手当組

合規約の変更についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第23号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第23号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第２４号

〇議長（山本留義） 次は、日程第25 議案第24号

新市まちづくり計画の変更についてを議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） １点だけ、これはぜひ市長に

お聞きしたいと思います。

この計画書の17ページを見ますと、平成37年の

推計ですと、第１次産業が345名になるというふ

うになっております。これは、かなりの減少だと

いうふうに思います。このとおり、推計どおりに

なれば、本当にこのむつ市の未来というのはなか

なかないなというふうに思っておりますので、第

１次産業が345名になるということについて、ち

ょっと市長のお考えをお聞きしたいと思います。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

この新市まちづくり計画の中での345名、平成

37年の数字でありますけれども、これはあくまで

もこれまでの傾向と現状を前提とした、言ってみ

れば何も対策を行わない場合の推計ということで

ありますので、推計どおりとならないように１次

産業への支援や、６次産業化などによる雇用の確
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保などを通じて１次産業の就業人口確保に向けた

取り組みを進めてまいりたいと思います。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） 本当にそういう答弁いただい

て、安心いたしましたが、やはり第１次産業が逆

に345人でなくて、この統計だと平成27年が

1,122名と、これの数を維持するか、それともこ

れをふやすかという形のやっぱり就業構造になる

よう、私もこのために努力いたしますので、ぜひ

とも市長もよろしくお願いしたいと思います。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第24号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第24号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第２５号

〇議長（山本留義） 次は、日程第26 議案第25号

むつ市過疎地域自立促進計画の変更についてを議

題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第25号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第25号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第２６号

〇議長（山本留義） 次は、日程第27 議案第26号

公有水面埋立てに係る意見についてを議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第26号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第26号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第２７号

〇議長（山本留義） 次は、日程第28 議案第27号

むつ市教育委員会の委員に任命する者につき同意

を求めることについてを議題といたします。

本案は、むつ市教育委員会委員が辞職したこと

に伴い、後任の委員に納谷順子氏を任命すること

について議会の同意を求めるためのものでありま

す。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第27号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第27号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第27号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま
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せんので、ただちに採決いたします。

本案はこれに同意することにご異議ありません

か。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第27号はこれに同意することに決定いた

しました。

◇議案第２８号

〇議長（山本留義） 次は、日程第29 議案第28号

人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を

求めることについてを議題といたします。

本案は、本年６月30日をもって任期満了となる

人権擁護委員に竹澤笑美子氏を推薦することにつ

、 。いて 議会の意見を求めるためのものであります

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第28号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第28号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第28号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は適任と認め、原案のとおり可決すること

にご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第28号は原案のとおり可決されました。

◇議案第２９号

〇議長（山本留義） 次は、日程第30 議案第29号

人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を

求めることについてを議題といたします。

本案は、本年６月30日をもって任期満了となる

人権擁護委員に川村勝子氏を推薦することについ

て、議会の意見を求めるためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第29号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第29号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第29号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は適任と認め、原案のとおり可決すること

にご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第29号は原案のとおり可決されました。

◇議案第３０号

〇議長（山本留義） 次は、日程第31 議案第30号

平成26年度むつ市一般会計補正予算を議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。
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ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第30号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第30号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第30号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第30号は原案のとおり可決されました。

◇議案第３１号

〇議長（山本留義） 次は、日程第32 議案第31号

平成26年度むつ市下水道事業特別会計補正予算を

議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第31号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第31号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第３２号

〇議長（山本留義） 次は、日程第33 議案第32号

平成26年度むつ市水道事業会計補正予算を議題と

いたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第32号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第32号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

ここで昼食のため午後１時10分まで休憩いたし

ます。

午後 零時０３分 休憩

午後 １時１０分 再開

〇議長（山本留義） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◇議案第３３号～議案第４０号

〇議長（山本留義） 次は、日程第34 議案第33号

平成27年度むつ市一般会計予算から日程第41 議

案第40号 平成27年度むつ市水道事業会計予算ま

での８件を一括議題といたします。

これより質疑に入りますが、ただいま一括議題

といたしました８議案については、それぞれ区分

して質疑を行いますので、ご了承願います。

まず、議案第33号 平成27年度むつ市一般会計

予算について質疑に入ります。

質疑の通告がありますので、順次発言を許可し

ます。まず、12番斉藤孝昭議員。

〇12番（斉藤孝昭） 議案第33号 平成27年度むつ

市一般会計予算について総括質疑をさせていただ

きます。

まず、平成27年度の予算編成の大義は、持続可

能な財政運営及び財政の健全化であると市長はお
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っしゃっていました。そのために補助金の減額や

全ての事務事業について、選択と集中による聖域

のない歳出の重点化に着手したということであり

ますが、具体的にどういうことなのか説明をお願

いしたいと思います。

２点目は、市長は常日ごろから費用対効果につ

いてよくおっしゃられています。そして、地方自

治法第２条第14項には最少の経費で最大の効果を

上げるようにしなければならないとなっています

が、効果とはある働きかけによってあらわれる望

ましい結果という意味だそうであります。平成

27年度の主要施策の５つの柱について、それぞれ

の達成目標または市長部局が望む効果についてお

示しを願いたいと思います。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

斉藤議員のお尋ねの１点目、補助金の減額や全

ての事務事業について選択と集中による聖域のな

い歳出の重点化に着手したというふうなことは具

体的にどうかということでありますけれども、当

市の財政状況が危機的状況に置かれていることを

踏まえ、予算編成においては財政の健全化を最重

点事項としたところであり、具体的にはあらゆる

無駄の排除を前提とした内部経費の削減、市単独

補助金の原則10％カットを含めた既存事務事業の

徹底的な見直し、類似団体との比較による事業量

の調整等一般財源ベースで５億円の削減を目標と

した財源対策のたたき台を作成し、庁内組織であ

ります政策調整会議において、その可否について

の議論を重ねるとともに、予算査定とも連動させ

ながら予算編成を行ったものであります。

、 、それから お尋ねの２点目でありますけれども

施政方針で述べました主要施策について、その達

成目標または執行部が望む効果ということであり

ます。私は、この点につきまして、できるだけ具

体的な数値目標を掲げながら、一つ一つの政策に

ついて答弁をさせていただきます。少し長くなる

と思います。

まず初めに 「元気の向上に繋がる施策」は、、

地域経済の活性化を目指すもので 「むつ市のう、

まいは日本一！」推進プロジェクト事業における

イベントについては、地産地消運動協力店感謝祭

では２日間で１万人 「むつ市のうまいは日本、

一！」ｉｎ亀戸では2,000人の入り込みを目標に

開催し、市産品のさらなる消費拡大と販路開拓、

拡大に向けて積極的に取り組みを行います。

次に、アグリビジネス推進協定については、市

内の事業者が行う販路開拓や６次産業化を目指す

取り組みがみちのく銀行との連携のもと、一つで

も多く新たなファンドの創生につながるよう支援

してまいります。

次に、産学官金連携による農林畜水産業支援に

ついては、弘前大学食料科学研究所と共同で、事

業者等と連携しつつ、四季を通じた下北プラッタ

ーの開発、この支援をするとともに、下北の海藻

の成分分析を行い、健康増進効果の科学的裏づけ

を得ながらプロモーションを進めてまいります。

、 、 、次に 水産基盤整備事業については 関根漁港

大畑漁港、脇野沢漁港、正津川漁港等の機能強化

等基盤整備に取り組み、市全体で約１万トンの水

産物の安定供給を目指します。

項目の２点目 「暮らしの向上に繋がる施策」、

は、子供から高齢者までが健康に安心して暮らせ

る社会を目指すもので、健康マイレージ事業につ

いてはチャレンジシートの配布を6,000部、ポイ

ント達成者を個人で500人、家族で100世帯と見込

んでおります。健康まちづくり元年における新た

な健康モデル施策であり、インセンティブとして

共通商品券などさまざまな特典を用意し、市民の

健康はもとより、地域の一体化と活力を導き出す

事業として取り組みをさせていただきます。

次に、子育て支援につきましては、各種の子育
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てに重点を置いた施策を推進しつつ、子育て世代

の要望に応え、４月にオープンするキッズパーク

において、年間利用者5,000人を目指します。

次に、民間との連携による高齢者見守り事業に

ついては、民間事業者との協定に基づく事業と、

市が行っている各種サービス事業とを組み合わ

せ、見守り回数をふやすことにより重層的な体制

を構築させていただきます。

、「 」 、項目の３点目 教育の向上に繋がる政策 は

むつ市の将来を担う子供たちの教育環境の向上を

目指すもので、小中一貫教育の推進については、

学力向上として青森県学習状況調査の通過率を５

ポイント以上アップさせる、不登校減少として不

登校児童・生徒の発生率を県よりも下回らせると

いう２つのアクションプランを示し、年次ごとの

達成状況を確認し、課題を明確にします。

また、脇野沢小学校建設については、隣接する

中学校校舎の一部改修工事を含め、平成27年12月

の完成、引っ越しをめどとして取り組みます。

次に、非構造部材の耐震化などの学校整備事業

については、小学校では第三田名部小学校等の４

校、中学校では大平中学校、大湊中学校の２校の

体育館の耐震化工事を平成27年度中の完成をめど

として取り組みます。

さらに、学校整備事業につきましては、第一田

名部小学校通学路及び通学路階段改修工事等を年

度内に実施するほか、他の改善を要する施設につ

きましても緊急度に応じて優先順位をつけるなど

計画的に取り組みます。

次に、新体育館基本構想策定事業については、

基本構想を策定するものであり、新体育館建設に

ついての基本コンセプトを確立し、規模並びに設

備や機能性などを検討、明示するとともに、建設

場所の選定や建設に向けたスケジュールも示すこ

ととしております。

、「 」 、項目の４点目 安全の向上に繋がる政策 は

市民生活の安全安心を高めることを目指すもの

で、自主防災組織の設立推進については、少なく

とも新たに５町内会での組織立ち上げを目指し

て、広報むつによる周知とともに 「町内会イキ、

イキふれあいトーキング」や出前講座などを活用

し、自主防災組織の設立について積極的に働きか

けていきます。

次に、消防団車両の整備につきましては、むつ

消防団第３分団と川内消防団第９分団の消防車両

を更新するとともに、今後においても計画的に更

新をしていきます。

次に、横迎町中央２号線整備事業については、

平成31年度の事業完成を見込み、用地取得を進め

ます。

次に、市営住宅建て替え事業については、平成

30年度までに緑町団地においては全体で17棟

109戸、川内・木団地は全体で11棟52戸、合わせ

て161世帯分の居住空間の整備を目指し、新年度

は緑町団地の外構整備及び川内・木団地の既存住

宅４棟15戸の解体を行います。

、「 」 、項目の５点目 魅力の向上に繋がる政策 は

にぎわいを創出し、交流人口の増大を目指すもの

で、ジオパーク推進構想事業については平成28年

度の日本ジオパークネットワーク加盟を目指し、

ガイド員の養成講座やジオツアーの開催を初めマ

ップ作成、講演会開催など地域の盛り上がりに資

する事業に取り組みます。

次に、クルーズ客船歓迎事業については、客船

１隻の寄港により550万円程度の消費額が見込ま

れるなど経済効果が期待できることから、毎年寄

港してもらえるよう今後も継続して誘致に取り組

みます。

、 、次に 薬研温泉開湯400年記念事業については

各記念イベント等を展開し、観光客入り込み数と

して対前年度比10％増を目指します。

次に、北の防人大湊安渡館、大湊展望台開館に
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ついては、海上自衛隊とも連携し、新たな観光Ｐ

Ｒに努めるとともに、イベントを交え、年間２万

人の入り込みを目標に、にぎわいの創出と交流人

口の増大を目指します。

以上です。

〇議長（山本留義） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

次に、14番浅利竹二郎議員。

〇14番（浅利竹二郎） 一般会計予算について質疑

をさせていただきます。

まず、提案理由の中に、平成27年度を「財政健

全化への道筋をつけるためのリスタートの年度と

位置づけ」とありますけれども、この新年度の財

政健全化４指標の設定目標はどこに置くのかお伺

いします。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（石野 了） お答えいたします。

新年度財政健全化４指標の設定目標をどこに置

くかとのお尋ねでございますが、まず実質赤字比

率、連結実質赤字比率につきましては、当然のこ

とながら平成27年度決算において黒字になること

であります。

次に、実質公債費比率についてですが、これに

つきましては基本的に平成26年度までに借り入れ

した起債の元利償還金の標準財政規模に対する比

率の過去３カ年平均となりますことから、平成

27年度中にただちに改善策がとれる性質のもので

はありませんが、かねてよりプライマリーバラン

スの黒字化に努めてきた経緯もあり、見込みとい

たしましては、平成25年度決算における比率

17.8％から0.9ポイント改善した16.9％と試算し

ております。

また、将来負担比率につきましては、一般会計

が将来負担すべき実質的な負債、つまりは自治体

が支払い義務を負う借金の残高と債務負担行為な

ど、今後に発生し得る負債の額の標準財政規模に

対する比率でありますことから、早期改善に結び

つけることは簡単ではございませんが、これまで

意識的に取り組んでまいりましたプライマリーバ

ランスの黒字化とともに、むつ総合病院に対する

債務負担行為につきましても、少しずつではあり

ますが、履行に努めておりますので、平成25年度

決算における比率204.3％から、まずは100％台に

なることを目標としております。

なお、平成25年度決算における実質公債費比率

と将来負担比率につきましては、いずれも財政健

全化基準をクリアしてはおりますものの、実質公

債費比率の全国の市町村平均は8.6％であり、当

市は県内10市で第９位、また将来負担比率の全国

の市町村平均は60.0％であり、当市は県内10市で

最下位とまだまだ健全な財政にはほど遠い数値で

ありますことから、さらなる改善に努めなければ

ならない厳しい状況となっております。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 14番。

〇14番（浅利竹二郎） ありがとうございます。そ

れで、少子高齢化社会がどんどん進展しているの

ですけれども、特に予算を見ますと扶助費等の経

常経費、これが年々増加する傾向にあります。ま

た、一方では人口減少によっての税収の落ち込み

も激しいということになっております。それで、

入るをはかって出るを制すというのは、これは経

済の原則でございますけれども、まず市長におか

れては入るほうの確保とか方向性、それと出るほ

うはどのように抑制するのかという基本的なこと

をお伺いします。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） まず、歳入の面につきまし

ては、市税を初めとする未収金対策の強化はもち

ろんのこと、新年度からは財務部内に多方面から

の財源情報を集約するための資金企画室を新設

し、より効率的な歳入確保に努めることとしてお
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ります。

また、歳出の面につきましては、健全化対策を

なお一層推し進めるため、内部経費の削減、既存

事務事業の徹底的な見直し、普通建設事業の総量

の調整等について、平成28年度以降を見据え、早

い段階から全庁一丸となって取り組むこととして

おり、市民の皆様が真に求めている事業なのかど

うかといった視点に立ち、その必要性や有益性を

しっかりと検証したうえで、継続、縮小、廃止等

の判断をし、歳出の抑制につなげてまいりたいと

考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じま

す。

〇議長（山本留義） 14番。

〇14番（浅利竹二郎） 新年度の一般会計予算の予

算編成を見ますと、自主財源が24.7％と厳しいも

のがあります。それで、市民の要望に応える立場

の市長が、やっぱり二律背反の立場にあるわけで

すけれども、市民の要望に応える立場と、収入が

少ない、自主財源もなかなか厳しいという、その

二律背反の事態を市長はどういうふうに乗り越え

る覚悟でございましょうか、お伺いします。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

市民の皆様から本当に多数のご要望があるとい

うことでございますけれども、私はそれを日々感

じております。ただ、これらは全てが財政の支出

を伴うものではないというふうにも認識しており

ます。例えばおでかけ市長室や「町内会イキイキ

ふれあいトーキング」等を通じてご要望のござい

ましたことが、市が所管していない施設の避難所

開設に伴う利便性の向上ですとか、福祉バスの利

用時間の延長、こういったこともあります。こう

いうものについては、市民の皆様との連携により

解決ができるというふうに考えております。

また、市民協働という観点では、市民の皆様や

観光客の方々にきれいなかわうちまりんびーちを

楽しんでもらうためアマモクリーン作戦を手作業

で実施したというような事例もございます。

ただ一方で、この財政支出を伴うインフラ整備

等につきましては、なかなかできないということ

でありますけれども、こちらのほうは本当に真に

必要なものから優先順位をつけてやっていくとい

うことで対応させていただいたと思います。

このような大変厳しい状況に置かれております

ものの、私としては市民の皆様のご要望には真摯

に応え、生活の向上に役立ててまいりたいという

ふうに考えております。

〇議長（山本留義） これで浅利竹二郎議員の質疑

を終わります。

次に、24番岡崎健吾議員。

〇24番（岡崎健吾） 議案第33号 平成27年度むつ

市一般会計予算について総括質疑をさせていただ

きます。

むつ市長におかれましては、平成27年度予算編

成に当たっては、市長就任後、地方交付税等の大

幅な減額が見込まれる中での初めての予算編成で

あり、限られた、そして厳しい財政状況の中での

予算編成は、市長はもとより職員の皆さんも大変

ご苦労されたことと思います。今年度から始まる

大幅な地方交付税の減額に対して、今後は市長が

一般施政方針で述べられたように、戦略的かつポ

ジティブに自治体のマネジメント改革を行ってい

く必要があると思います。

減員経営のみで職員のモチベーションを下げ、

住民サービスの低下を招かないよう職員や市民、

そして民間を巻き込みながらビジョンを話し合

い、市民協働の自治体経営を行っていくべきと考

えます。

また、改革に当たっては、戦略的に政策を展開

し、地域の潜在的な力を引き出し、地域活性化に

つながるような形で行っていかなければならない

と思います。そのためにも、市長のより一層の強
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いリーダーシップが必要と考えます。

平成27年度予算編成は、市長の確固たる方針の

もとに編成されたものと思いますが、果たしてこ

の厳しい財政状況の中、市長の方針、思いはどの

程度反映されたのでしょうか。市長が先頭に立っ

て編成された平成27年度予算に対して自ら評価を

、 、下すことの難しさは 十分承知をしておりますが

あえて予算編成についての市長の評価をお伺いい

たします。

次に、予算編成に当たっての基本方針の最重点

事項である財政の健全化に係る10項目の中の３点

について質疑させていただきます。

１点目は、既存の事務事業の廃止、縮小、再構

築等を徹底的に進めることについてであります

が、廃止、縮小となった事業、補助金を含みます

が、これがあったのかどうかお聞きします。

２点目は、所期の目的が達成されたもの、民間

で対応可能なもの、事業開始後長期間経過してい

るもの、費用対効果の低いもの、実施に至る経過

として、国・県補助から市単独に移行したもの、

また国・県補助の事務事業においても一般財源の

支出を伴うもの等については重点的に徹底した見

直しを行うことについてでありますが、徹底した

見直しはどの事務事業で行われ、その成果はどう

であったのかお聞きいたします。

３点目は、既存施設の統廃合に向けた取り組み

を進めることについて通告をしておりましたが、

昨日の中村議員の一般質問の答弁で理解をいたし

ましたので、答弁はよろしいです。

以上、３点についてお願いいたします。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

お尋ねの１点目、予算編成の評価についてであ

りますけれども、私の率直な印象としては、非常

に厳しい予算編成であったということが言えま

す。

予算編成の際、私の市長の査定の前には財務部

内での査定というものがあるわけですけれども、

まず私の手元に届いた時点で８億円の財源不足と

いうことからスタートしました。結果、この収支

の差を埋めることに意識の大半を注がなければな

らず、そういった意味で非常に厳しいということ

が偽らざる印象であります。

、 、しかし それでもなお歳出の超過を解消できず

このままでは本当に予算編成ができないというよ

うな状況に追い込まれたことから、私を初めとす

る特別職の給与、そして管理職手当の削減に加え

て、今般議案第10号でご提案申し上げたとおり、

一般職員の給与の減額措置を実施する苦渋の選択

をさせていただいたというところであります。

、 、しかし そういった厳しい状況にありましても

限られた財源の中でむつ市の成長を築いていくた

め 「むつ市成長戦略2015 希望のまち実現に向、

けた５つの重点施策」を積極的に展開することを

基本に編成したところでありまして、特に継続予

算というものは多いというような印象はあるかも

しれませんが、厳しい財政状況の中でもむつ市の

成長を築くための施策を打ち出せたのではないか

というふうに考えているところであります。

それから、お尋ねの２点目、３点目であります

けれども、予算編成に当たっての最重要事項であ

る財政健全化についてお答えいたします。今回の

予算編成に際しては、これまでのような財政運営

を続けた場合、赤字団体はおろか財政再生団体へ

の転落も十分考えられるとの危機意識のもと、庁

内組織である政策調整会議を通じ、可能な限りの

財源対策を行ったうえで予算編成に望んでおりま

す。

政策調整会議での検討と予算査定の２段階で全

ての事務事業について見直しを行いつつ予算を編

、 、成した結果 全体で228件の事務事業が見直され

約２億2,500万円の一般財源の縮減につながって
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おります。

以上です。

〇議長（山本留義） 24番。

（ ） 。〇24番 岡崎健吾 再質疑をさせていただきます

補助金関係等の資料を見ても、ほとんどの補助

金が前年度比較して数％から10％カットされてい

ます。ここ数年、現状維持か、数％カットすると

いう傾向が続いています。私も経験があるわけで

すが、担当部署での補助金等の廃止や縮小、これ

は非常に難しいのがあるのではないかと考えてい

ます。新年度においては、先ほど答弁があった財

源確保や、そのための情報収集、活用方法等を検

討するための資金企画室を設置するようですが、

私の理解としては、この資金企画室は主に歳入関

係を担当するのではないかなと思っています。も

し歳出関係も担当するというのであれば別です

が、そうでない場合、特に補助金の廃止、縮小等

を見直しするための専門委員会とか検討委員会を

私は立ち上げて補助事業についても徹底した検証

を見直すべきと考えますが、市長、いかがでしょ

うか。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

まず、今回の予算編成に当たって補助金を縮小

していったという経緯でありますけれども、これ

は当然ながら毎年度交付させていただいているよ

うな団体に対しては、しっかりとご説明をさせて

いただいて、ある程度の了解を得て今回の予算編

成になっております。そういった意味では、市民

の皆様にも、本当に多くの方々にご負担をいただ

いているというのが現状であるということを理解

いただきたいと思います。

それから、資金企画室ですけれども、これは岡

崎議員のご指摘のとおり、基本的には歳入の関係

を企画するということでありまして、歳出のほう

を絞るということは、これは同じ財務部内でやる

わけでありますけれども、また今までと同じよう

に政策調整会議あるいは各部各課の中で必要なこ

とを行っていくということでございます。また、

さらにそれに加えて施設の関係については、来年

度以降管財課の中に施設経営室というのを設け

て、むつ市全体のファシリティマネジメントを実

現していくということでありますから、そういっ

た中で施設の廃止、縮小、それから統合というこ

とを検討していくということでご理解いただきた

いと思います。

〇議長（山本留義） 24番。

〇24番（岡崎健吾） 財政事情が非常に厳しい状況

の中、財政再生団体にならないためにも、歳出削

減における聖域はもうないものと思います。これ

は、市長も同様だと思います。先ほど政策調整会

議ですか、これまでも行政改革の中で補助金の削

減とかいろいろ話し合われてきたと思います。大

分前からこれはやっているのです。ところが、こ

の補助金に関してだけはなかなか前へ進まないの

です。例えば物件費とか内部の経費の削減、これ

はもう恐らく限界に来ていると思うのです。だか

らこそ職員の給与のカットというところに私は至

ったのではないかと思います。

私は別な場面で、これはもう一回一般質問か何

かでやろうと思っているのですが、この事業はも

っとこうやったほうがいいのではないかと思う事

業は、それなりにあるのです。ですから、専門委

員会でもいいです、検討委員会でもいいのです。

人を集めて、それ専門にやっていただけないかな

と思いますが、再度お願いします。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 岡崎議員のお尋ねにお答え

いたします。

今専門部署をつくったほうがいいということで

ありましたけれども、我々としてはまず長期計画

に基づく事務事業については、これ全て施策評価
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という形で青森中央学院大学の佐藤先生に入って

もらって徹底的に見直しをしているという状況で

あります。それに加えて政策調整会議の中で、そ

れを踏まえた形で見直しの方向性、継続、縮小、

廃止、統合という形を議論したうえで、今回予算

に反映させたということであります。

先ほどの岡崎議員のお尋ねの中で、なかなかで

きなかった、なかなか前に進まないということで

ありましたけれども、今回そういうような形で初

めてやって、これが前に進んだということであり

ますので、次年度以降はもう少しやっぱりこれを

突き詰めて考えていく、少なくとも今の現状の方

法でもう一遍やってみるということなのかなとい

うふうに考えておりますので、ご理解を賜りたい

と存じます。

〇議長（山本留義） これで岡崎健吾議員の質疑を

終わります。

次に、５番川下八十美議員。

〇５番（川下八十美） 議案第33号 平成27年度む

つ市一般会計予算案につきまして、私からも総括

質疑をさせていただきます。３点ほどお願いをい

たします。

その第１点目は、本予算案は323億7,200万円で

あります。この予算額の決定に当たっては、昨年

来より各部署からことし１年間の、いわゆる平成

27年度１年間の予算要求がなされたと思います。

それに基づいて、これは予算編成方針に基づいた

予算要求でありますけれども、財務部長を中心に

ヒアリングを行って、そして部長査定をされ、副

市長も入られておるかと思うのですけれども、最

終的には市長の査定のもとにこの323億7,200万円

の予算案だと私は見ております。

どの部署からも、これもやりたい、あれもやり

たいということで、市民のために予算要求がなさ

れるわけでありまするから、その予算はおのずと

この予算額よりも下回った要求はあり得るはずが

。 、 、 、ありません ですから 当初の これはソフト面

ハード面の事業費等をも含めた総予算総額トータ

ルは幾らであったのか そして 今の323億7,200万。 、

円だと思いますが、この予算額と当然差額が出て

くるわけでありまして、その差額はいかほどに及

んでおるのか、その数字をひとつお知らせ願いた

いと思います。

２点目は、これは国家予算あるいは県の予算、

今国会も予算委員会、県議会も開かれ、10市でも

そうでありますけれども、こういう予算額が決ま

ると、おのずと数字、いわゆる語呂合わせをする

ものなのです。我がむつ市でも、そういう語呂合

わせをされておられるのかどうか。されておられ

るとすれば、その文言をご披露願いたいと思いま

す。

第３点目は、教育委員会のほうにお願いをいた

しますが、これは議長のお許しをいただいて、私

も総務教育常任委員の一人でありまするから深く

は入りません。だが、総括でありまするから、教

育費の中にこども議会開催の事業費47万5,000円

が計上されました。私は、この予算額の大小にか

かわらず、こども議会の開催を今回復活されたと

いうことは心から歓迎をいたすものであります。

これは、手前みそになりますけれども、何年か

前にこのこども議会の開会を提案したのは私であ

りまして、その時点からは継続してこども議会が

開催されておったのでありますが、残念なことに

2014年度は見送られてしまいました。今回再度復

活されたということは、根拠と申しますか、経緯

と申しますか、それなりの理由があろうかと思い

まするので、ぜひその経緯をご説明願いたいと思

いまするし、このこども議会は小学生あるいは中

学生のいずれを対象になされるのかをご説明願い

たいと思います。

以上、３点。

〇議長（山本留義） 市長。
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（ ） 、〇市長 宮下宗一郎 川下議員のお尋ねの１点目

各部署からの予算要求額の総額と予算額との差額

についてお答えいたします。

予算要求の総額は354億8,360万8,000円であり

まして、当初予算額323億7,200万円と比較いたし

ますと、その差は31億1,160万8,000円となってお

ります。

それから、お尋ねの２点目、予算の語呂合わせ

はしているのかということでありますけれども、

特に語呂合わせはいたしておりません。

３点目につきましては、教育委員会から答弁を

させていただきます。

〇議長（山本留義） 教育部長。

〇教育部長（古川俊子） こども議会についてお答

えいたします。

むつ市こども議会は、平成16年３月のむつ市議

会第179回定例会における川下議員の小・中学生

による模擬議会開催の提案を真摯に受けとめ、教

育委員会として事業化したものでございます。そ

の目的は、未来のむつ市を担う小・中学生に議会

体験を通して市政と市議会の仕組みを理解させる

とともに、まちづくりの主役は市民であるという

理念を育んでいくことにあり、第１回を平成16年

度に開催し、平成21年度には第２回、そして平成

23年度からは毎年実施してまいりました。参加し

た児童・生徒にとっては、政治の働きに関心を深

める貴重な体験となり、将来の有権者として社会

に積極的にかかわろうとする姿勢が育まれるな

ど、大変有意義であったとの報告がなされており

ます。

しかしながら、その一方でこども議会に参加す

る議員の人数が限られ、その成果は各学校の一部

の代表者だけのものになっているのではないか、

広く小・中学生にむつ市政に興味を持たせること

を目的にするには、これまでとは違った工夫も必

、 、要ではないか このような課題も見えてきたため

本年度はこども議会開催を一時休止し、今後のあ

り方について検証する年度といたしました。

この間学校現場では、いじめ防止対策推進法の

施行に伴って、いじめの防止等のための対策を強

化していく必要があったことから、平成25年度の

こども議会で可決されたむつ市中学生いじめ防止

宣言書をもとに、各学校におけるいじめ根絶に向

けた児童会、生徒会を中心とした自主的、主体的

な取り組みを推進してまいりました。

このような各学校の取り組みと並行して、教育

委員会としては各学校に対してこども議会開催に

係るアンケート調査を実施するなど、今後のこど

も議会のあり方について検討いたしました。その

結果、平成27年度は市内小学生を議員として、こ

ども議会を再び事業化することとし、その実施に

当たっては、これまで子供たちが自分たちの学校

の児童会、生徒会活動を通してお互いに討論を積

み重ね実践してきた体験から生まれてきた意見を

取り入れ、その主体性や創造性がさらに育まれて

いくものとなるよう工夫、改善を図りたいと考え

ております。

単に市政や市議会の仕組みを理解させるという

だけではなく、子供たちが自ら進んで自分たちの

生き方やむつ市の将来を考え、具体的に行動を起

こしたその先にむつ市こども議会があるという発

想を加え、今後こども議会の事業化に取り組んで

まいりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） ５番。

〇５番（川下八十美） ２回目でありますが、順序

は逆になりますけれども、教育委員会のほうから

申し上げさせていただきます。

今古川教育部長からのご説明で、私は理解も納

得もいたしました。私は、今からもう50年以上前

になりますけれども、石原慎太郎が主宰する日本

の新しい世代の会というのがありまして、そのメ

ンバーの一人でありました。その仲間には、北海
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道新党大地の鈴木宗男君、それから三浦雄一郎さ

ん、今はもう亡くなりましたけれども、立川談志

さん、むつ市にも来ております。それから、後に

。 、総理大臣になった細川護煕さん 細川護煕さんも

私が市議会議員になって２年ぐらい後ですか、

29歳のときだったと思うのですが、むつ市に来て

いるのです。今のシルバー人材センターの場所に

あったむつ市民集会所で演説会をやっておるので

、 、すが 当時から私たちは日本の新しい世代の会で

18歳から選挙権をということを叫んでまいりまし

た。今国会で、ようやく各党会派が法案の整備を

されて、１年半後の参議院議員選挙からこれが実

施される運びになりました。喜ばしいことです。

戦後のある市で住民投票、これは事案にもより

ますけれども、中学生から住民投票に参加させる

ということが行われております。だけれども、ま

だまだ若者の選挙離れと申しますか、政治離れが

行われている残念な状況であります。ですから、

この教育委員会で行うこども議会の開催の意義

は、私は非常に大きいものがあろうかと思ってお

ります。

これは遠島教育長はもとよりのこと、今度教育

委員会の法改正になって、教育委員長と教育長が

一緒になるのですが、市長にぜひ遠島教育長を推

薦して……

〇議長（山本留義） 川下議員、発言に……

〇５番（川下八十美） 私も推薦してもらいたいと

いうぐらいに、教育長の、これは実績はもとより

、 、 、ですけれども 何といっても私は これは紅一点

女性の古川教育部長の功績が大きいと思いますか

ら、これは実行して、そして奮闘して、教育委員

会の、あるいは教職員の先生方にもお手数を煩わ

せることにはなりますけれども、ぜひひとつ成功

させていただきたいということを申し上げておき

ます。これは、答弁は要りません。

予算のほうに戻りますが、今の市長の答弁の中

でも、財務部長から資料をいただいたわけであり

ますけれども、どうです、354億8,360万円の予算

要求、そして31億1,160万8,000円の差額が生じて

おる。これは、私も厳しいことを言いますけれど

も、31億円の差額ということは、それだけ裏を返

せば市民サービスができない予算だと言っても過

言ではないでしょう。市長が就任して初めての予

算編成でありました。３カ年続いた黒字の編成の

みならず 市長が最初に編成したこの予算が1.2％、

マイナスの編成であった。私は、今市長を追及す

るのではないのです、同情しておるのです。そう

いう厳しい予算だと。そこで、後でつけ加えて申

し上げますが、語呂合わせをされておらないとい

うことでありますが、それはそれとして結構であ

りましょう。

私は、これも大変恐縮でありましたけれども、

２月25日、３月定例会開会初日、出席することが

できかねました。16日から青森市民病院の整形外

科に入院中でありましたので、山本議長が27日で

、 、 、すか わざわざ来ていただいて 予算書と議案書

それから市長の施政方針も持ってきていただい

た。私は、病室で退屈なときに、市長、私なりに

語呂合わせをしてみました。323億7,200万円であ

りますね。いわゆる323億7,200万円ですから、こ

う読ませていただきます 「財布の中身はさんざ。

んでも、臆病にならず、夫婦ぞろ目で丸々太り円

」 。 、 、満だ と 市長 好むと好まざるとにかかわらず

この323億7,200万円のむつ市の財布で、２月１日

現在６万1,494人のむつ市民が１年間食っていか

なければいけないのです、生活していかなければ

いけないのです。そうすると、この厳しい予算を

、 、どうして市民のために執行するか 実行するかは

宮下市長、あなたの双肩にかかっておるのです。

ですから、これからあなたは行政の最高責任者と

して、この執行に当たってどういった覚悟で、ど

ういった心づもりの決意のもとにこの予算執行を
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市民のために行うか。どうです、私の語呂合わせ

に対する批評もちょっぴりあわせながら、市長の

決意、所信の一端をご披露願えませんか、いかが

ですか。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

語呂合わせの感想と、それから予算編成を行っ

た心構え、決意についてだと思います。

、 、まず 語呂合わせについてでありますけれども

私はにわかには、どの数字がどこの言葉に当たっ

ているのかというのはちょっとわからなかったわ

けであります。ただ、でき上がったその「財布の

中身はさんざんでも、臆病にならず、夫婦ぞろ目

」、 、で丸々太り円満だ このフレーズですけれども

非常に昭和の薫りが漂う川下議員らしいものであ

るような気がいたしました。私には、本当にこの

数字はただの予算額の数字にしか見えなかったわ

けでありますけれども、こういったものが昭和の

フレーズに変換されてしまうということでありま

す。

私自身は、まだ時間的にも、気持ちのうえでも

あすのことを考えることが精いっぱいであります

けれども、川下議員のように時間の余裕、そして

気持ちの余裕を持った政治家に一日でも早く成長

できるよう日々研さんを積んでまいりたいという

ふうに考えております。

それから、今般の予算編成の決意とこれからの

執行に対する決意ということでありますけれど

も、私はまず市長就任後、全部局の課題や懸案事

項等について、本当に各課ごとにヒアリングを行

わせていただきました。そういった中で実情の把

握に努めてきたというところでありますけれど

も、この中では当然のことながら、市の財政状況

についての説明も受けたところであり、その厳し

さにつきましては、数字をもって知らされたとこ

ろであります。しかしながら、この歳出の削減と

いうのは、特に市の場合は住民のサービスとの兼

ね合いもあって、決してたやすいものではないと

いうことを実感した次第であります。

財政の健全化は、私に課せられた大きな仕事の

一つであるというふうな認識のもと、今後におき

ましても、平成28年度以降を見据え、早い段階か

ら全庁一丸となって歳入歳出両面にわたり手を緩

めることなく改革に取り組むことを改めて決意し

た次第であります。

市民の皆様、そして議員各位のご協力を得なが

ら、健全な財政構造への転換、すなわち身の丈に

合った財政運営の実現に向けて努力を重ねてまい

る所存でありますので、ご理解を賜りたいと存じ

ます。

〇議長（山本留義） ５番。

〇５番（川下八十美） ３回目ですから、これで終

わりますから、ひとつおつき合い願いたいと思い

ます。

市長、語呂合わせと手品は、種明かしするとお

もしろみも味もそっけもなくなりますから、ゆっ

くりひとつ後であれしてください。

要は、我々のむつ市の財源がないということな

のです。この財源をどうするか。今回の予算編成

には、核燃料サイクルの交付金も計上されておら

ないようであります。ですから、これはスケジュ

ールどおりはもちろんですけれども、一日も早く

。 、行うことによって交付金も入ってきます さらに

そのうえで使用済み燃料キャスクで、我々の中間

貯蔵施設に入ってくる。これは、市独自で条例を

、 。制定すれば 核燃料税ももらえるわけであります

それから、きょうは総括でありますから、これ以

上言いませんが、ふるさと納税、特典に期待され

るのではなくして、ふるさと納税というのはむつ

市を、下北のむつ市を自分たちも応援していこう

という全国民にそういうメッセージを与えなけれ

ばいけないのです。
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市長、今ゲノム編成といいまして、日本語で言

えば遺伝子編成の時代になってきました。人間の

世界が神の世界に入り込む時代になってきたので

す。ですから、市長を中心に行政当局はもちろん

のこと、アイデアを出し合って、我々議会と切磋

琢磨し合いながら、少ない財源でも予算でも財布

でも、市民のために、むつ市のためにお互いに頑

張っていこうではありませんか。

終わります。

〇議長（山本留義） これで川下八十美議員の質疑

を終わります。

次に、２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） 市長におかれましては、短期

間にこういう６万数千人の市民に影響する予算を

おつくりになって、本当にご苦労さまでございま

した。敬意を表したいと思います。

それで、この予算を見ますと、期待どおりのと

ころもあるし、若干ちょっと違うなというところ

もありましたので、ちょっと総括質疑させていた

だきたいと思うのですが。

道の駅の整備事業費が1,012万8,000円というふ

うに計上されておりました。こういう事業なんか

も私はカットされるのかなと思っていましたら、

のっていたと。あと北の防人事業も、総額で14億

円の事業ですか、やっぱりこういう事業もそれな

りにてこ入れされるかなと思ったら １億2,679万、

9,000円というふうに計上されていて、ちょっと

ここはがっかりしたところであります。

それと、支出のうえの予算でかなり大きい部分

を占めるのが下水道事業が６億9,000万円、下北

医療センターのほうで15億円、あとし尿とかごみ

処理のほうで18億円と、こういう大きい支出の部

分が相も変わらず支出されているというところ

が、やはりこういうところをこれからどうするの

かというのが大きい課題かなと私は思っておりま

す。

それと、これからむつ市の大きい事業として考

えられるのが、一般質問でもありましたが、体育

館の事業、これが40億円ぐらいとかというふうな

数字が飛び交っておりました。それと、あとむつ

、 、総合病院の入院病棟 これが100億円以上の事業

それとごみの焼却炉の新設、これもまた100億円

以上の事業、こういう事業が待っているという前

提で、それでお聞きしたいのでありますが、それ

でいろいろ言葉は飛び交っておりますが、財政再

生団体にもなるような雰囲気だということであり

ます。施政方針では、赤字団体はおろか財政再生

団体への転落も十分危惧されるというふうに判断

した理由を改めてちょっとお聞きしたいなと。今

までいろいろ答弁ありましたが、改めてお聞きし

たい。

そして、それへの対策、これもいろいろ答弁で

は今までの議員の質問でありましたが、これも改

めて聞きたいなと。その対策が予算にどういうふ

うに反映されているのかということです。

そして、２点目が、こういう苦しい財政をしっ

かりとしたものにするには、私はやっぱり職員と

市民でないかなというふうに思っておりました。

それで、職員や市民のアイデア、これがよく生か

される職場づくり、行政づくり、これが健全財政

のかなめではないかなというふうに思っておりま

したので、この点についてもちょっとお聞きした

いなというふうに思います。よろしくお願いしま

す。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

赤字団体はおろか、財政再生団体への転落も十

分危惧されると判断した理由と、それへの対策が

どのように予算に反映されているかというお尋ね

だったと思います。

予算編成方針でもお示ししましたように、何の

対策も講じることなくこのままの財政運営を続け
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た場合、平成27年度決算において再び赤字団体に

転落し、以降年々赤字額が膨れ上がり、平成32年

度決算では25億8,000万円の累積赤字を抱える見

通しとなっております。しかしながら、この25億

8,000万円という数字ですら除排雪経費を毎年５

億円と見込んだ試算でありまして、ここ数年並み

の７億円ベースで推移したとすると、平成32年度

決算における累積赤字が当市の財政再生基準の

36億円を超えるというようなことも試算として計

上されています。したがいまして、こうした判断

に至った次第であります。

、 、また 財源対策の予算への反映につきましては

これ繰り返しになりますけれども、ご了承くださ

い。まず一般財源ベースで５億円の削減を目標と

した財源対策のたたき台を作成し、これをもって

庁内組織であります政策調整会議において、その

可否についての議論を重ねるとともに、予算査定

、 、とも連動させることで 十分とは言えないものの

一定の成果は得られたというところであり、結果

として予算要求額の総額354億8,360万8,000円に

対して当初予算額を323億7,200万円まで圧縮する

ことができたというところであります。

、 、それから お尋ねの２点目でありますけれども

職員や市民の皆様のアイデアが生かされる職場行

政づくりが重要ではないか、財政健全化のために

重要ではないかということでございます。私は、

当市の財政の現状を踏まえ、今後においては歳入

歳出両面にわたる改革の実行を第一義としたとこ

ろでありますが、一方では現在も行われている政

策調整会議、これは職員の会議でございます。そ

れから職員提案制度、ここからは対市民の市民協

働という形でやらせていただいております市民協

働まちづくり会議、おでかけ市長室 「町内会イ、

キイキふれあいトーキング」など職員や市民の皆

様からのアイデアを行政に反映していく取り組み

も既に行っておりますし、今後も継続してまいり

たいと考えておりますので、ご理解を賜りたいと

存じます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） 若干過去を振り返りますと、

私は基本的に与党でありませんので、野党の立場

で決算とか予算には反対をしてまいったのです

が、その大きな理由は、やはり無計画的な箱物と

いうものに関しては、本当に目くじらを立てるよ

うに、それはやめなさいということで私は反対し

てまいりました。この過去を振り返ると、来さま

い館だとか克雪ドームの周辺整備だとか早掛沼オ

、 。ートキャンプ場 本庁舎移転もいきなりでしたね

釜臥山展望台の観光道路だとか、こういうふうな

のが、短期間で10億円以上の事業がばばばばとや

られた。これがやはり財政を悪化させた大きい要

因ではないかなと。

それと、あとむつ総合病院の入院病棟は30億円

で建てたけれども、外来棟は80億円ぐらいかけて

平成２年か３年あたりにつくって、その返済が大

変です。そして、その後一気に経営が悪化して

100億円の累積赤字、これもむつ市の財政にすご

く打撃を与えた。

こういう過去をしっかりと総括して、副市長が

一番この中ではご存じですので、副市長から十分

ヒアリングしてもらいたいと思いますが、やっぱ

りこういう轍を踏んでほしくない。さっき言った

ように、これから入院病棟の100億円の事業だと

か、ごみ焼却炉の100億円事業をやらなくてはい

けませんので、そういうところが余り豪華になら

ないで、きちんと費用対効果があるようなものを

つくっていく。そして、場当たり的なそういう箱

物はやめていく。そういうまた担保になるのが職

員だと思うのです。こういう状況の中でこういう

事業をやっていいのかと。職員は、やっぱり市長

に右倣えのような言い方をすると出世するだと

か、余り嫌がられないというふうなのが当然ある
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と思います。そういう意味では市長は市の職員の

アイデア、耳に痛いアイデアだけれども、そうい

うのをしっかりと受けとめるような市長になって

ほしいなと。当然市民からの意見もそういう意見

がいっぱいあると思うのです、耳に痛いような意

見。そういう意見も十分吸収して、そういうこと

を言った方が左遷させられるとか、どこか端っこ

にやるとか、そういうふうな発想をしないで、そ

ういう方を……

〇議長（山本留義） 横垣議員、発言に気をつけて

お願いします。

〇２番（横垣成年） そういう方を逆に半分ぐらい

自分の周りに置くような、そういう懐の広い市政

運営をしてほしいなという意味で、私はこういう

アイデアが十分生かされる職場づくりをしてほし

いなというのは、そういう意味で言ったのであり

ますが、そういうところのお考えをちょっとお聞

きしたいなと。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

ご懸念のことはよく承知しているつもりであり

ますが、何かご質疑を聞いていると、何か私と職

員が違う方向を向いているような印象を受けるよ

うな質疑でありましたけれども、決してそんなこ

とはございません。

この予算編成というのは、非常に莫大な作業時

間がかかるものでありまして、これ到底私一人で

できるものではないですし、今回さまざまな新し

い事業も盛り込ませていただきましたけれども、

その中の多くは職員の方々からのアイデアを採用

させていただいております。私としては、何か私

が独断で物を決めてどうのこうのということでは

なくて、職員と一丸となって市政運営に臨んでい

きたいというふうに考えておりますので、ご理解

を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） よくわかりました。そういう

姿勢でぜひともよろしくお願いいたします。

終わります。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第33号の質疑を終わります。

次に、議案第34号 平成27年度むつ市国民健康

保険特別会計予算について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第34号の質疑を終わります。

次は、議案第35号 平成27年度むつ市後期高齢

者医療特別会計予算について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第35号の質疑を終わります。

次に、議案第36号 平成27年度むつ市介護保険

特別会計予算について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第36号の質疑を終わります。

次に、議案第37号 平成27年度むつ市下水道事

業特別会計予算について質疑に入ります。
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質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第37号の質疑を終わります。

次に、議案第38号 平成27年度むつ市公共用地

取得事業特別会計予算について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第38号の質疑を終わります。

次に、議案第39号 平成27年度むつ市魚市場事

業特別会計予算について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第39号の質疑を終わります。

次に、議案第40号 平成27年度むつ市水道事業

会計予算について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第40号の質疑を終わります。

以上で平成27年度むつ市各会計予算に対する質

疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第33号から議案第40号までの平成27年度

むつ市各会計予算については、議長を除く議員

24名で構成する予算審査特別委員会を設置し、こ

れに付託のうえ審査することにしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第33号から議案第40号までの平成27年度

むつ市各会計予算については、議長を除く議員

24名で構成する予算審査特別委員会を設置し、こ

れに付託のうえ審査することに決定いたしまし

た。

お諮りいたします。ただいま設置されました予

算審査特別委員会委員の選任については、委員会

条例第８条第１項の規定により、お手元に配布し

てあります予算審査特別委員会委員名簿のとおり

指名したいと思います。これにご異議ありません

か。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、お手元に配布してあります予算審査特別委員

会委員名簿のとおり選任することに決定いたしま

した。

ここで予算審査特別委員会正副委員長互選のた

め暫時休憩いたします。

午後 ２時１９分 休憩

午後 ２時３３分 再開

〇議長（山本留義） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

ただいま開かれました予算審査特別委員会にお

いて、委員長に佐々木肇議員、副委員長に池光

、 。弘議員が選任されましたので ご報告いたします

◇報告第１号

〇議長（山本留義） 次は、日程第42 報告第１号

専決処分した事項の報告についてを議題といたし

ます。

本案は、和解及び損害賠償の額を定めることに
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ついて報告するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第１号の質疑を終わります。

報告第１号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第２号

〇議長（山本留義） 次は、日程第43 報告第２号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成26年度むつ市一般会計補正予算に

ついて報告及び承認を求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第２号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます報告第２号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第２号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本報告は承認することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第２号は承認することに決定いたしまし

た。

◇報告第３号

〇議長（山本留義） 次は、日程第44 報告第３号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成26年度むつ市介護保険特別会計補

正予算について報告及び承認を求めるものであり

ます。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第３号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第３号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇報告第４号

〇議長（山本留義） 次は、日程第45 報告第４号

専決処分した事項の報告についてを議題といたし

ます。

本案は、和解及び損害賠償の額を定めることに

ついて報告するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第４号の質疑を終わります。

報告第４号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第５号

〇議長（山本留義） 次は、日程第46 報告第５号
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専決処分した事項の報告についてを議題といたし

ます。

本案は、和解及び損害賠償の額を定めることに

ついて報告するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第５号の質疑を終わります。

報告第５号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第６号

〇議長（山本留義） 次は、日程第47 報告第６号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成26年度むつ市一般会計補正予算に

ついて報告及び承認を求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第６号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます報告第６号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第６号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本報告は承認することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第６号は承認することに決定いたしまし

た。

◎散会の宣告

〇議長（山本留義） 以上で、本日の日程は全部終

わりました。

お諮りいたします。明３月13日は常任委員会及

び予算審査特別委員会のため、３月16日及び17日

は予算審査特別委員会のため、また３月18日及び

19日は議事整理のため休会したいと思います。こ

れにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、明３月13日は常任委員会及び予算審査特別委

員会のため、３月16日及び17日は予算審査特別委

員会のため、また３月18日及び19日は議事整理の

ため休会することに決定いたしました。

、 、なお ３月14日及び15日は休日のため休会とし

３月20日は付託議案審議、追加議案審議、議員提

出議案上程、提案理由説明及び審議を行います。

本日はこれで散会いたします。

午後 ２時４０分 散会
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